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略称 区別 種類 時限数

一般教養科目
合同授業

時限

1. 性格 2.0       

2. 知覚 2.0       

3. 学習 2.0       

4. 記憶 2.0       

5. 対人認知 2.0       

6. 集団 1.0       

7. 注意と 1.0       
パフォーマンス

8. 精神的健康 2.0       

9. 自己意識と 2.0       
動機づけ

10. 心理療法 1.0       

11. 評価 1.0       

位置づけ

心理学の基礎概念を学習する。

受講の前提条件

なし

到達目標

心理学の知識を応用して、職場における良好な人間関係の構築手法を習得し、実践することができる。

(1) 視覚の生理的メカニズム・色
(2) 図と地、錯覚と恒常性

(3) 青年期の心理と発達

(1) 認知行動療法、来談者中心療法

(1) 欲求の階層、自尊感情
(2) エゴ・アイデンティティ（自我同一性）

(1) 自動的処理と制御的処理

(2) 内観療法、森田療法

合同教室
☑校務情報システム

(2) 熟達化

(1) 同調、集団凝集性
(2) リーダーシップ

(1) 対人コミュニケーションの諸相
(2) 対人認知の変容
(3) 対人関係の発展と解消

(2) 知識とその運用

科目名称 講師

心理学 心理学 学科 特任教官

(2) 性格の検査法
(3) 性格変化の要因

授業項目 要点 備考

(1) 性格とは

(1) 短期記憶と長期記憶

(1) 条件づけ
(2) 効果の法則、フィードバック

18.0

教科書 使用教室 使用機材等

図説教養心理学

(1) ストレス、コーピング
(2) 幸福感

心理学
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略称 区別 種類 時限数

一般教養科目
合同授業

時限

1. 法学について 6.0       

2. 憲法 2.0       

3. 民法 6.0       

授業項目 要点 備考

　法を考えるにあたっての実践的態度を養う

位置づけ

法及び行政法を学習する。

受講の前提条件

なし

到達目標

法及び行政法についての基本的な知識を習得し、その概要について説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等

現代法学入門, ブリッジブック行政法
民事法入門, デイリー六法 合同教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

法学 法学 学科 特任教官 27.0

(7) 法解釈上の諸問題

　憲法の基本原理を理解させる

(4) 法の解釈
(5) 法の基本原理
(6) 法と権利・義務

(1) 社会と法と法学
(2) 法とは
(3) 法の発展と社会の発展

　イ．権利主体
　ウ．権利の客体
　エ．法律行為

(1) 民法総則
　ア．民法の地位及び基本原則

(1) 憲法の法源と解釈運用
(2) 国民の権利と義務
(3) 憲法と行政手続

　エ．不法行為

　ア．債権の効力
　イ．契約
　ウ．事務管理・不当利得

　イ．所有権
　ウ．担保物件
(3) 債権

　オ．時効
(2) 物権
　ア．占有権

法学
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時限

4. 行政法 10.0     

5. 国際法 2.0       

6. 評価 1.0       

　行政法の基礎的概念及び基本原理を実証的
素材に即して理解させ、公務員としての思考の
指針を与える。

法学
授業項目 要点 備考

(7) 国家補償、損害賠償
(8) 行政組織・機関
(9) 公務員

(4) 行政行為
(5) 行政強制
(6) 行政指導

(1) 行政法の意義及び特質
(2) 行政法の基礎規律
(3) 行政立法

(1) 国際法の必要性、権利義務
(2) 国際民間航空条約

　国際法の必要性、権利義務について概要を
述べ、国際民間航空条約を概観する。

法学
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略称 区別 種類 時限数

一般教養科目

時限

1. 微分・積分 17.0     

2. ベクトル・行列 10.0     

3. 評価 3.0       

位置づけ

無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
専門科目の履修に必要な数学の基礎知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

専門科目の履修に必要な数学の基礎知識を習得し、説明並びに計算式を扱うことができる。

教科書 使用教室 使用機材等

科学技術者のための基礎数学
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

数学 数学 学科 特任教官 30.0

(5) 偏微分
(6) 二重積分
(7) 微分方程式

(2) 微分
(3) 不定積分
(4) 定積分とその応用

授業項目 要点 備考

(1) 関数とグラフ

(2) 行列
(3) 行列式
(4) ベクトル解析

(8) 複素変数の関数

(1) ベクトル

数学
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略称 区別 種類 時限数

一般教養科目

時限

1. 力と運動 15.0     

2. 弾性と流体 6.0       

3. 分子運動と 6.0       
熱現象

4. 現代物理学 1.0       

5. 評価 2.0       

物理学

位置づけ

無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
専門科目の履修に必要な物理学の基礎知識を学習する。ただし電気磁気学を除く。

受講の前提条件

なし。

到達目標

物理学の基礎知識を習得する。特に、物理的思考法を養うことに重点を置き、日常経験する自然現象及び科学技術を
理論的に読み解く力を養い、説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等

物理学基礎 自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

物理学 物理学 学科 特任教官 30.0

(5) 運動方程式の適用例
(6) 振動
(7) 仕事とエネルギー

(2) 変位・速度・加速度
(3) ベクトル
(4) 運動の法則

授業項目 要点 備考

(1) 物体の運動

(2) 静止した流体
(3) 運動する流体

(11) 鋼体の平面運動

(1) 弾性

(8) 運動量と角運動
(9) 剛体に働く力
(10) 固定軸をもつ剛体の運動

(7) 熱の移動
(8) 熱力学の法則
(9) カルノーサイクル

(4) 分子の運動と熱現象
(5) 気体の内部エネルギー
(6) 物質相と相変化

(1) 固体・気体の膨張
(2) 黒体ふく射とプランクの法則
(3) 気体の状態方程式

(2) 質量とエネルギーの関係

(10) エントロピー

(1) 特殊相対性理論
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略称 区別 種類 時限数

一般教養科目

時限

1. ビジネスマナー 2.0       

2. ロールプレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9.0       

3. 評価 1.0       

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

社会教養 社会教養 学科 特任教官 12.0

(2) 何がビジネスマナーなのか
(3) なぜマナーが必要なのか

授業項目 要点 備考

(1) 社会人としての心構え

位置づけ

社会人としての基本的なビジネスマナーを学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

社会人としての基本的なビジネスマナーを習得し、実践することができる。

(4) 電話対応

(1) 敬語、挨拶
(2) 受命・報告・相談
(3) 話し方、聴き方

社会教養
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目

時限

1. 英文読解 26.0     
Reading

2. 評価 4.0       
Evaluation

Global Business Case Studies 　グローバルリーダーに
学ぶビジネス戦略
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

 Learn and practice of basic English
(2) 英文読解及び語彙力について学習し演習する
 Learn and practice of English reading.

授業項目 要点 備考

(1) 英文法を学習し演習する

位置づけ

語彙、長文読解の学習を通じて、基本的な英文読解力を培う。
Students will acquire basic English  vocabulary to have basic reading ability.

受講の前提条件

なし。

到達目標
英文法、語彙の習得、長文読解の学習をし、基本的な英文読解が出来る。
Students are able to have their jobs regarding with English effectively without any language
barrier.

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

英語ＲⅠ 英語ＲⅠ 学科 特任教官 30.0

英語ＲⅠ
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目

時限

1. 英文法 22.0     
English
grammar

2. 評価 2.0       
Evaluation

教科書 使用教室 使用機材等

English Grammar for Reading Comprehension
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

英語ＧⅠ 英語ＧⅠ 学科 特任教官 24.0

Learn and practice of basic English
grammar and structure of composition.

授業項目 要点 備考

(1) 英文法を学習し演習する。

位置づけ

英文法及び構文を理解し、基本的な英文読解力を培う。
Students will acquire basic English grammar  ability.

受講の前提条件

なし。

到達目標

文構造を理解して、英文を読解することが出来る。
Students are able to have　regarding English with comprehension of the composition structure.

英語ＧⅠ
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目
２クラス

時限

1. 英会話 25.0     
English
conversation

2. 評価 2.0       
Evaluation

TOP NOTCH 1
People,Place and Things 1 LL教室等

☑校務情報システム

位置づけ

国際コミュニケーションとして、基本英会話を学習する。
Students will learn  basic English conversation for international communication.

受講の前提条件

英語ＣⅠ 英語ＣⅠ 学科 特任教官 27.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(2) 基本的な英会話パターン
Learn Basic pattern of English conversation
(3) 応答演習

(1) 発音、リズム、イントネーション
Learn Pronunciation,Rhythm,Intonation

なし。

到達目標
英語による基本的なプレゼンテーション、日常社会及び仕事での簡単な英会話ができる。
Students acquire simple conversation skills for daily social and work situations and basic
presentation in English.

授業項目 要点 備考

  イ.プレゼンテーション(基礎)
   Learn basic presentation skills.

Learn and exercise different situations in
daily and working life.
  ア.電話の応対
    Handling phone calls.

Exercise of questions and answers
(4) 日常生活及び仕事上での英会話の
     学習と演習

英語ＣⅠ
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略称 区別 種類 時限数

保健体育科目

時限

1. 体育理論と 24.0     
体育実技　　

位置づけ

運動についての科学的理解に基づき、合理的な練習によって運動技能を高め、体力の向上を図る。
集団の中での役割を理解・実行するチームワーク力を涵養する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

なし。

教科書 使用教室 使用機材等

なし
グラウンド
体育館

合同教室

☑校務情報システム
☑体育設備

科目名称 講師

保健体育 体育 学科 特任教官 27.0

  3) 運動の心理
  4) 生活と運動
  5) 体育レクレーション

　　習得する。
  1) 運動の生理
  2) 運動の力学

授業項目 要点 備考

(1)生理、力学、心理から見た運動の特性を

　2) 器械体操
　　ア．跳び箱
　3) 競技

　1) 体操
　　ア．徒手
　　イ．床運動（マット使用）

(2)筋力、持久力、柔軟性等の運動能力を
　　高め、心身の調和的な発達を図るとともに
　　球技を通して公正な態度を養う。

　　オ．テニス
　　カ．バドミントン
　　キ．卓球

　　イ．バレーボール
　　ウ．サッカー
　　エ．バスケットボール

　　ア．持久走
　4) 球技（基礎・応用・チームプレー）
　　ア．ソフトボール

　　サ．アルティメット
　　シ．タグラグビー

　　ク．スポレック
　　ケ．ピロポロ
　　コ．キンボール

保健体育
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時限

2. メンタルヘルス 1.0       

3. 体育大会 2.0       

(2)ストレスマネジメント

「職種間連携強化推進」活動の一環として、

　ストレス等に適切に対応できるような知識
を習得する。
(1)メンタルヘルス

保健体育
授業項目 要点 備考

職種・科を超えた交流

保健体育
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 校務情報システム 11.0     
を用いた演習

　

科目名称 講師

校務情報システム概論 校情概 学科 航空電子科教官 11.0

授業項目 要点 備考

位置づけ

航空保安大学校での研修期間中に使用する校務情報システムを使用した演習を実施する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

校務情報システムを用いて、文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフト、メールソフトを利用して報告書の作成
や実験データの集計、プレゼンテーション、電子メールの操作が行える。

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

(3) EXCEL演習
(4) メール演習

(1) PowerPoint演習
(2) WORD演習

校務情報システム概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. フーリエ級数 17.0     
・ラプラス変換

2. 統計理論 14.0     

3. 評価 2.0       

教科書 使用教室 使用機材等

なっとくするフーリエ変換
なっとくする統計 自教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

応用数学 応用数学 学科 特任教官 33.0

(2) ラプラス変換
(3) フーリエ変換

授業項目 要点 備考

(1) フーリエ級数

位置づけ

無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電気工学分野及び無線工学分野の理解に必要な応用数学の基礎知識を学習する。

受講の前提条件

数学を履修していること。

到達目標

フーリエ級数、ラプラス変換、統計理論の基礎知識を習得し、説明並びに計算式を扱うことができる。

(1) データ化
(2) 数学からみたデータ

(9) 統計的数値の読み方

(6) 回帰分析
(7) 表の引き方
(8) 多変数解析

(3) 推定
(4) 検定
(5) 検定（分散分析）

応用数学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 波と光 5.0       

2. 評価 1.0       

教科書 使用教室 使用機材等

物理学基礎 自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

物理学Ⅱ 物理学Ⅱ 学科 特任教官 6.0

(2) 波の例
(3) 波のエネルギー
(4) 波の反射と屈折

授業項目 要点 備考

(1) 波と波を表す式

位置づけ
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電気工学分野及び無線工学分野の理解に必要な電波、波動に関する物理学の知識を学習する。ただし電気磁気学を
除く。

受講の前提条件

物理学を履修していること。

到達目標

電波、波動に関する物理学を習得する。特に、無線工学に繋がる思考法を養うことに重点を置き、科学技術を理論的に読
み解く力を養い、説明することができる。

(11) 光波の回折
(12) 偏光

(8) 固有振動数
(9) 光の反射と屈折
(10) 光波の干渉

(5) 波の重ね合わせと干渉
(6) 定在波
(7) 音波

物理学Ⅱ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 直流回路 5.0       

2. 交流回路の基礎 7.0       

3. 記号法による 7.5       
交流回路の計算

4. 相互誘導回路と 2.0       
ベクトル軌跡

教科書 使用教室 使用機材等

専修学校教科書シリーズ1　電気回路（１）
専修学校教科書シリーズ2　電気回路（２） 自教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

電気回路学 電気回路 学科 特任教官 45.0

(2) 抵抗の直列接続と並列接続
(3) 直流回路の簡単な計算
(4) 電気抵抗と抵抗の温度による変化

授業項目 要点 備考

(1) 電気回路とオームの法則

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電気工学分野及び無線工学分野の理解に必要な電気工学の基礎知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

電気回路の知識を習得し、説明並びに計算式を扱うことができる。

(2) 正弦波交流の平均値と実効値
(3) 交流をベクトル図で表す方法
(4) 抵抗・インダクタンス・静電容量の作用

(8) 電流の発熱作用と電力

(1) 正弦波交流の性質

(5) キルヒホッフの法則
(6) 重ね合せの理
(7) 鳳－テブナンの定理

(3) 交流回路の記号法表示
(4) 複素数インピーダンスの
      直列回路・並列回路

(1) 複素数
(2) 複素数の計算

(5) Ｒ、Ｌ、Ｃの直列回路
(6) Ｒ、Ｌ、Ｃの並列回路
(7) 交流の電力と電力ベクトル図

(2) 相互インダクタンスＭを含むブリッジ回路
(3) ベクトル軌跡

(1) 相互誘導回路

(5) 複素アドミタンス
(6) 交流ブリッジ回路
(7) 記号法による電力の計算

電気回路学
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時限

5. 交流回路計算の 3.0       
諸方法

6. 三相交流回路 2.0       

7. ２端子対回路網 5.0       

8. ひずみ波 5.0       

9. 過渡現象 4.0       

10. 分布定数回路 1.0       

11. 評価 3.5       

(1) キルヒホッフの法則
(2) 等価電源

(1) 三相交流の発生と性質
(2) 三相交流と三相結線

(7) 補償の定理
(8) 相反の定理
(9) スターデルタ変換

(4) 鳳－テブナンの定理
(5) ノートンの定理
(6) ミルマンの定理

(3) 重ね合せの理

電気回路学
授業項目 要点 備考

(4) 等価回路
(5) 抵抗減衰器
(6) フィルタ

(1) ２端子対回路網とは
(2) 行列
(3) ２端子対回路のパラメータ

(3) 三相電力と電力ベクトル図
(4) 三相交流とＶ結線

(6) 伝送波形とスペクトル
(7) 波形分析

(3) ひずみ波の平均値と実効値
(4) ひずみ波電力
(5) ひずみ波回路の計算

(1) フーリエ級数
(2) 特殊な性質を持つ波形のフーリエ級数

(1) 分布定数回路

(4) 交流による過度現象
(5) ラプラス変換

(1) 過渡現象
(2) 直流回路
(3) パルス回路

電気回路学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 電流、電圧、抵抗 7.5       

2. 静磁気 6.0       

3. 電流と磁界 7.0       

4. 強磁性体 6.0       

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電気工学分野及び無線工学分野の理解に必要な電気磁気学の基礎を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

電気磁気学の基礎知識を習得し、説明並びに計算式を扱うことができる。

教科書 使用教室 使用機材等

専修学校教科書シリーズ5　電磁気学 自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

電気磁気学 電磁気 学科 特任教官 45.0

(5) オームの法則
(6) 抵抗の接続
(7) 電気回路

(2) 電荷とクーロンの法則
(3) 導体、絶縁体、半導体
(4) 電流、電圧、起電力

授業項目 要点 備考

(1) 摩擦電気

(3) 磁界と磁位
(4) 磁気双極子
(5) 磁化

(1) 磁石
(2) 磁気のクーロンの法則

(8) 抵抗率と導電率
(9) 抵抗率の温度変化
(10) 電流の熱作用

(5) 電流に作用する磁界の力
(6) 電動機の原理

(2) アンペアの右ねじの法則
(3) ビオ・サバール
(4) アンペアの周回路

(6) 地磁気

(1) 電流が作る磁界

(4) 磁気遮へい

(1) 磁性体の磁化
(2) 強磁性体の磁化曲線
(3) 磁化の強さと磁束密度

電気磁気学
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時限

5. 電磁誘導 4.0       

6. インダクタンス 4.0       

7. 静電気 3.0       

8. 静電容量と 2.0       
コンデンサ

9. 電気分解と電池 2.0       

10. その他の 2.0       
電気現象

11. 評価 1.5       

(4) 運動する導体の誘導起電力
(5) 電力と仕事

(1) 電磁誘導現象
(2) 電磁誘導の法則
(3) 磁性体の影響

電気磁気学
授業項目 要点 備考

(7) 渦電流

(1) 静電気

(4) 磁界に蓄えられるエネルギー
(5) インダクタンスの接続
(6) 変圧器の原理

(1) 自己誘導作用
(2) 相互誘導作用
(3) インダクタンスの接続

(1) 電解質と電極
(2) 電気分解
(3) 電池

(2) コンデンサ
(3) 誘電率

(2) 電界と電位

(1) 静電容量

(2) 電磁界と固体ひずみ

(4) 拡散電位

(1) 熱電効果

電気磁気学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 電磁気学 6.0       

2. 電気回路 6.0       

3. 電子回路 3.0       

4. 電源 1.0       

5. 無線通信 3.0       

6. 空中線及び 2.0       
電波伝搬

7. 評価 2.0       

科目名称 講師

無線工学概論 無工概 学科 航空電子科教官 23.0

授業項目 要点 備考

電磁気（電気と磁気）の基礎

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
無線工学の基礎理論を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

電磁気学、電気回路学、電子回路学、電源、無線通信、空中線及び電波伝搬の基礎理論を習得し、無線従事者試験
の基礎的な知識を問う問題に解答できる。

教科書 使用教室 使用機材等

航空無線通信士「無線工学」 自教室
☑校務情報システム

無線通信の基礎

電子回路の基礎

電源の基礎

電気回路の基礎

空中線及び電波伝搬の基礎

無線工学概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 半導体の基礎 5.0       

2. 電子ディバイス 8.0       

3. 電子管 3.0       

4. 評価 1.0       

科目名称 講師

半導体・電子管 半導体 学科 航空電子科教官 17.0

授業項目 要点 備考

(1) 半導体

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
アナログ電子回路及びディジタル電子回路を学ぶ上で必要な半導体ディバイス等の基礎を学習する。

受講の前提条件

無線工学概論を履修していること。

到達目標

半導体の基礎、各電子ディバイスの基本動作及び電子管の基本原理を理解し説明できる。

教科書 使用教室 使用機材等

専修学校教科書シリーズ３　電子回路（１）
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

(4) 電界効果トランジスタ（ユニポーラトランジスタ）
(5) その他の半導体

(1) ＰＮ接合ダイオード
(2) 特殊ダイオード
(3) トランジスタ（バイポーラトランジスタ）

(2) 半導体の動作メカニズム
(3) ｐ型半導体及び、ｎ型半導体

(1) 電子管の基本構造
(2) マイクロ波用電子管

半導体・電子管
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 基本増幅回路 5.0       

2. 増幅回路 16.0     

3. アナログIC 4.0       

4. 電源回路 1.5       

5. 特殊回路 0.5       

6. 発振回路 6.0       

7. 評価 3.0       

アナログ電子回路 アナ電 学科 航空電子科教官 36.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) トランジスタ基本増幅回路（バイポーラ）

半導体・電子管を履修していること。

到達目標

増幅、発振、電源、オペアンプ等の基本回路の動作原理を説明でき、回路のパラメータを算出することができる。

授業項目 要点 備考

専修学校教科書シリーズ３　電子回路（１）
図解でわかる電子回路
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
専門科目の基礎となる、アナログ電子回路の基礎を学習する。

受講の前提条件

(1) オペアンプの基本原理
(2) 反転増幅回路

(2) 負帰還増幅回路
(3) 電力増幅回路
(4) 直流増幅回路

(2) トランジスタ基本増幅回路（ＦＥＴ）

(1) 小信号増幅回路

(3) 倍電圧整流回路
(4) 定電圧回路

(1) 微分・積分回路
(2) クリップ回路

(1) 整流回路
(2) 平滑回路

(3) 非反転増幅器
(4) 加算器・減算器
(5) 微分器・積分器

アナログ電子回路

(1) 発振の原理
(2) 発振回路の発振条件
(3) ＬＣ発振回路
(4) ＲＣ発振回路
(5) 水晶発振回路
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ディジタル回路 3.0       
の基礎

2. 基本論理ゲート 3.0       

3. ディジタルIC 1.0       

4. ディジタル回路 2.0       
の設計手順

5. 組合せ論理回路 2.0       

6. 順序論理回路 2.0       

7. ディジタル演算 3.0       
回路

8. 評価 1.0       

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
コンピュータ及び専門科目の基礎となるディジタル電子回路について学習する。

受講の前提条件

無線工学概論を履修していること。

到達目標

アナログ電子回路とディジタル電子回路の違いを理解し、ディジタル電子回路の基本論理、組合せ論理回路、順序論理回
路等の動作原理を説明でき、回路のパラメータを算出できる。

教科書 使用教室 使用機材等
専修学校教科書シリーズ4  電子回路（２）
図解でわかる電子回路
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

ディジタル電子回路 デジ電 学科 航空電子科教官 17.0

位置づけ

(1) AND、OR、NOTゲート

(2) ディジタル電子回路と２進数
(3) 論理代数（ブール代数）
(4) 真理値表

授業項目 要点 備考

(1) アナログ電子回路とディジタル電子回路の違い

(1) 設計手順
(2) 加法標準形、乗法標準形

(1) TTL
(2) C-MOS

(2) NAND、NORゲート
(3) ゲート回路間の相互変換
(4) 負論理ゲート

(1) 順序論理回路とは
(2) 各種フリップフロップ（RS、T、D、JK）

(2) 一致回路と比較器
(3) デコーダとエンコーダ

(3) カルノー図

(1) 組合せ論理回路とは

(1) 非同期式カウンタ
(2) 同期式カウンタ
(3) シフトレジスタ

ディジタル電子回路
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 無線工学基礎科 4.0       
目の演習と解説 3.0       

1.0       
3.0       
3.0       
2.0       
3.0       

2. 評価 2.0       

位置づけ
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
無線従事者国家試験科目「無線工学の基礎」に求められる、電気磁気学、電気回路学、電気物理、半導体・電子管、
電子回路及び電気磁気測定の各理論について学習する。

受講の前提条件

数学、物理学、アナログ電子回路、ディジタル電子回路、電気回路学、電気磁気学を履修しており、電気電子計測を受
講していること。

到達目標

無線従事者国家試験科目「無線工学の基礎」に求められる、電気磁気学、電気回路学、電気物理、半導体・電子管、
電子回路及び電気磁気測定の各理論について、論理的に説明することができる。	

教科書 使用教室 使用機材等

無線従事者国家試験問題解答集
　　第一級陸上無線技術士、第二級陸上無線技術士 自教室

☑校務情報システム

科目名称 講師

無線工学演習Ⅰ
（基礎） 無工演Ⅰ 学科 航空電子科教官 21.0

(5) 電子回路
(6) 電気磁気測定
(7) 総合演習

(2) 電気回路学
(3) 電気物理
(4) 半導体・電子管

授業項目 要点 備考

(1) 電気磁気学

無線工学演習Ⅰ（基礎）
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略称 区別 種類 時限数

専門科目 106.0
1年次　48時限
2年次　58時限

時限

Ⅰ　無線機器の基礎
1. 増幅回路 6.0       

2. 発振回路 5.0       

3. 変調及び復調 6.0       

Ⅱ　電源及び周辺機器
1. 電源回路 5.0       

科目名称 講師

応用数学、物理学Ⅱ、無線工学演習Ⅰ（基礎）を受講していること。

到達目標

無線通信についての基礎理論、具体的な電子回路について理解し、これらの総合回路として無線送受信機の動作及び測
定方法を説明することができる。

授業項目 要点 備考

無線従事者国家試験問題解答集
　　第一級陸上無線技術士、第二級陸上無線技術士
無線機器システム、教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目。
無線送受信機、無線通信方式に使用されている技術と知識について学習する。

受講の前提条件

無線機器学 無線機器 学科 航空電子科教官

教科書 使用教室 使用機材等

　ア．フィルタ回路
　イ．非同調増幅回路
　ウ．同調増幅回路

(2) 増幅方式とバイアス
(3) ひずみ・雑音・雑音指数
(4) 増幅回路と周波数特性

(1) 増幅度と整合

(4) 位相同期発振回路
(5) 周波数シンセサイザ

(1) 発振回路の基礎
(2) 帰還発振回路
(3) 負性抵抗発振器、圧電形

(5) 電力増幅回路
(6) 負帰還増幅回路

　ア．周波数変調の原理
　イ．位相変調の原理
(5) 周波数変調の復調回路

(2) 振幅変調の復調回路
(3) 単側波帯変調と復調
(4) 角度変調

(1) 振幅変調
　ア．変調の原理
　イ．変調回路の種類

(5) 電池

無線機器学

(2) 整流平滑回路
(3) 直流電圧安定化電源
(4) 無停電電源

(1) 変圧器
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時限

Ⅲ　ＡＭ送受信機
1. ＤＳＢ送信機 4.0       

2. ＤＳＢ受信機 4.0       

3. ＳＳＢ送受信機 2.0       

4. ＡＭステレオ放送 1.0       

Ⅳ　ＦＭ送受信機
1. ＦＭ送信機 3.0       

2. ＦＭ受信機 3.0       

3. ＦＭステレオ放送 1.0       

4. 多重通信 1.0       

無線機器学

(4) 送信機の構成と各部の動作概要
(5) 送信機が備えるべき条件
　ア．許容偏差・占有周波数帯幅

(1) 変調方式と変調理論
(2) 終段（コレクタ）変調器の計算
(3) 低電力変調、ＰＤＭ変調（Ｄ級増幅器）

授業項目 要点 備考

　　　スプリアスレスポンス
　イ．近接周波数選択度
(3) 感度低下の原因

(1) 受信機の構成と各部の動作概要
(2) 受信機が備えるべき条件
　ア．感度・選択度・安定度・忠実度・雑音・

(6) スプリアスと防止対策
　ア．高調波・低調波・寄生発射・相互変調積

(6) ＡＭ検波回路の種類と特徴
(7) 検波効率と検波出力の計算

　ウ．相互変調
　エ．混変調
(5) 中間周波増幅器

(4) 混信妨害等
　ア．影像周波数・近接周波数による混信
　イ．感度抑圧効果

(1) 直接・間接周波数変調

(1) 送信系
(2) 受信系

(1) ＳＳＢの種類と概要
(2) ＳＳＢ送信機の構成と動作概要
(3) ＳＳＢ受信機の構成と動作概要

(2) ＦＭ受信装置の付属回路
　ア．リミッタとキャプチャー効果
　　　雑音改善度（三角雑音）

(3) ＦＭ（間接）送信装置の構成と動作概要

(1) ＦＭ受信装置の構成と動作概要

　ア．ＦＭ送信機で逓倍を使う理由
　イ．ＡＭ送信機で逓倍を使わない理由
(2) ＩＤＣとエンファシス

(1) ＦＭステレオ放送
　ア．搬送波抑圧ＡＭ－ＦＭ
　イ．ＦＭ多重放送

　エ．ＡＦＣ
(3) ＦＭとＡＭ方式の比較、ＦＭ高感度受信

　イ．検波器の種類と特徴
　　　位相比較器とクワドラチャ検波
　ウ．ＡＧＣ、スケルチ・ミューティング

(2) 周波数分割多重通信方式（ＦＤＭ）

無線機器学

　ウ．ＦＭステレオ受信機

(1) 概要
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時限

Ⅴ　デジタル無線通信
1. 二値符号の伝送 3.0       

2. 多重通信方式 2.0       
　　　　　　　　　

3. ＰＣＭ－ＰＳＫ 6.0       

Ⅵ　無線通信資源の
　　 各種有効利用技術

1. 中継方式の概要 2.0       

2. パルス技術 2.0       

3. スペクトラム 2.0       
拡散通信

4. 衛星通信方式 4.0       

授業項目 要点 備考
無線機器学

(1) ベースバント変調方式の概要
(2) パルス符号変調（ＰＣＭ）

(1) 周波数分割多重（ＦＤＭ）、
      時分割多重（ＴＤＭ）

(1) モールス・ＦＳＫ・ＡＦＳＫ・ＭＳＫ・ＧＭＳＫ
(2) 位相変位変調方式（ＰＳＫ）と
　 　直交振幅変調方式（ＱＡＭ）

　ウ．１６ＱＡＭ変調器
(4) ＰＳＫ復調
　ア．ＰＳＫ復調器の構成

(3) ＰＳＫ変調（無線周波数帯）
　ア．リング変調器（ＤＢＭ）
　イ．ＱＰＳＫ変調器

　ア．構成と概要
　イ．高能率ＰＣＭ
　ウ．伝送パルス符号の形式

　イ．ＴＤＭ用チャンネルパルス発生器
　ウ．サーキュレータ

　ア．ＤＰＳＫ変調
(6) ＰＣＭ－ＰＳＫ（時分割）多重送受信機
　ア．直並列変換器

　イ．基準搬送波の作成
　ウ．クロックパルスと識別器
(5) ＰＣＭ－ＰＳＫ送受信機

(1) パルスの波形と性質
(2) アイダイアグラム（アイパターン）、ジッタ

　ア．ダイバシティ
　イ．自動等化器

(1) 中継方式の種類
(2) フェージング補償

(1) 多元接続の概要
　ア．時分割多元接続　　（ＴＤＭＡ）

　イ．周波数ホッピング（ＦＨ）
　ウ．時間ホッピング（ＴＨ）
　エ．チャープ（パルス化ＦＭ）

(1) スクランブル
(2) ＳＳ方式の種類と特徴
　ア．直接拡散（ＤＳ）

(2) 衛星搭載中継器の種類と構成
(3) 実効輻射電力(EIRP)と性能指数(G/T)
(4) GPS測位の概要

　イ．周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
　ウ．符号分割多元接続　（ＣＤＭＡ,ＳＳＭＡ）
　エ．空間分割多元接続　（ＳＤＭＡ）

無線機器学
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時限

5. 移動体通信 4.0       

Ⅶ　テレビジョン
1. テレビ放送 6.0       

Ⅷ　電波航法装置
1. 電波航法装置 5.0       

Ⅸ　無線機器に関する
　　測定

1. 測定 4.0       

2. 測定機器 4.0       

15.0

6.0

　ア．２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ携帯電話
　イ．Bluetooth
　ウ．無線LAN（IEEE802.11)

授業項目 要点 備考

(1) 移動体通信の概要

無線機器学

(4) 衛星デジタルテレビ放送の方式
(5) デジタル信号処理
　ア．動き補償予測符号化

(1) デジタルテレビ放送
(2) 地上波デジタルテレビ放送の特徴
(3) 地上波デジタルテレビ放送の方式

　エ．WiMAX（IEEE802.16)

　エ．マルチキャリア伝送
(7) 直交周波数多重変調方式の原理
　ア．ＯＦＤＭ

　ア．ＴＣ８ＰＳＫ
　イ．ＱＡＭ
　ウ．シンボル間干渉

　イ．変換符号化（ＤＣＴ）
　ウ．可変長符号化
(6) 変調方式の概要

(9) セグメント　ワンセグ

　ア．インターリーブ
　イ．畳み込み符号
　ウ．リードソロモン符号

　イ．ＩＦＦＴとＦＦＴ
　ウ．ガードインターバル
(8) 復調方式の概要

(1) 送信機に関する測定
(2) 受信機に関する測定

(1) 電波航法装置の概要
(2) レーダー方程式
(3）速度測定用レーダー

(1) 小テスト・演習問題とその解説

(1) 高周波測定用機器
(2) 送受信機測定用機器
(3) マイクロ波帯測定機器

無線機器学

Ⅹ　総合演習

Ⅺ　評価
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略称 区別 種類 時限数

専門科目 102.0
1年次　40時限
2年次　62時限

時限

1. 概要 1.0       

2. 給電線理論 27.0     

3. 空中線理論 23.0     

科目名称 講師

応用数学、物理学Ⅱ、無線工学演習Ⅰ（基礎）を受講していること。

到達目標
空中線、給電線、並びに各種空中線の理論を理解し、無線施設の各種空中線並びに給電線について説明することができ
る。
電波伝搬の基礎理論を理解し、無線施設から放射される電波特性について説明することができる。

授業項目 要点 備考

１・２陸技受験教室（３）　無線工学Ｂ
１陸技無線工学Ｂ  アンテナと電波伝搬完全マスター
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目。
給電線理論から測定までの基本的な原理や電波の分類及び伝搬様式の考え方を学習する。

受講の前提条件

空中線理論
及び電波伝搬 空中線 学科 航空電子科教官

教科書 使用教室 使用機材等

　イ．反射係数、定在波比、反射損、伝送効率
　ウ．共振線路
(2) 給電線

(1) 分布定数回路
　ア．分布定数回路の基本式

(1) 空中線及び給電線
(2) 電波伝搬及び電波雑音

(1) ポインチング電力
(2) 微小ダイポール

　エ．平面線路
(3) 整合回路
(4) ダイプレクサ、バラン

　ア．同軸ケーブル
　イ．平行２線式給電線
　ウ．導波管

(6) 空中線利得と指向特性
(7) 電力の伝達、フリスの伝達公式
(8) 伝搬損失

(3) 線状アンテナ
(4) 半波長ダイポール
(5) 接地アンテナ

空中線理論及び電波伝搬
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時限

4. 電波伝搬 12.0     

5. 電波雑音 2.0       

6. 空中線の実際 12.0     

7. 測定 5.0       

8. 総合演習 15.0

9. 評価 5.0

空中線理論及び電波伝搬

　エ．回折波
　オ．フレネルゾーン
(2) 対流圏伝搬

　ア．地上波の性質
　イ．直接波と大地反射波
　ウ．電界強度

授業項目 要点 備考

(1) 地上波伝搬

　キ．対流圏のフェージング
(3) 電離層伝搬
　ア．電離層の生成

　エ．ラジオダクト、Ｍ曲線
　オ．対流圏散乱波
　カ．対流圏内の減衰と偏波特性

　ア．対流圏の性質
　イ．大気の屈折率、スネルの法則
　ウ．見通し距離

(1) 電波雑音
(2) 雑音強度の表示法

　オ．電離層における減衰
　カ．周波数帯による伝搬の性質
　キ．電離層伝搬にみられる諸現象

　イ．電離層の構成
　ウ．正割法則、ＭＵＦ、伝送曲線
　エ．電離層における屈折

(1) 空中線の測定
(2) 給電線の測定

(2) 短波帯の空中線
(3) 超短波帯の空中線
(4) マイクロ波帯の空中線

(3) 等価雑音温度

(1) 長中波帯の空中線

(1) 小テスト・演習問題とその解説

空中線理論及び電波伝搬
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. コミュニケーション 3.0       
ネットワークと
コンピュータシステム

2. 入出力装置 3.0       

3. 記憶装置 4.0       

4. 中央処理装置 4.0       

コンピュータシステム
基礎Ⅰ コン基Ⅰ 学科 航空電子科教官 28.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 情報社会とコミュニケーションネットワーク
(2) コミュニケーションのためのコンピュータ
(3) コンピュータの種類と能力

なし。

到達目標
情報及び情報システムの機能について説明できる。情報処理技術の基本理論であるデータ表現方法や論理演算を説明で
きる。コンピュータの入出力装置、記憶装置、中央処理装置の動作、オペレーティングシステムの機能、目的について説明で
きる。アルゴリズムとデータ構造の概念を説明できる。

授業項目 要点 備考

コンピュータシステムの基礎
教官作成資料

自教室
第１統合システム実習室
第２統合システム実習室

ＬＬ教室

☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理基礎）。
情報処理技術の基本理論であるデータ表現方法や論理演算を学び、コンピュータの構成要素及びハードウェア等について
学習する。

受講の前提条件

(1) 入出力装置とは
(2) 入力装置
(3) 出力装置

(7) 言葉の誕生からパーソナルコンピュータまで
(8) 情報システムの展望

(4) コミュニケーションの構成要素
(5) コンピュータの構成要素
(6) 現代社会における情報システム

(3) 算術論理演算装置
(4) CPU の入出⼒制御

(1) CPU の仕組み
(2) 制御装置

コンピュータシステム基礎Ⅰ

(6) その他の記憶装置

(1) 主記憶装置と補助記憶装置
(2) 主記憶装置
(3) 補助記憶装置とファイル

(4) マルチメディア

(4) 磁気ディスク装置
(5) 光ディスク

(5) ユーザインタフェース
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時限

5. オペレーティング 6.0       
システム

6. 情報処理技術 6.0       
の基礎と理論

7. 評価 2.0       

(1) オペレーティングシステムの歴史と目的
(2) オペレーティングシステムの基礎
(3) マルチプログラミングと割込み

コンピュータシステム基礎Ⅰ
授業項目 要点 備考

(2) 情報の基礎理論
(3) プログラムの基礎理論
(4) データ構造とアルゴリズム

(7) 現在の仮想化技術

(1) コンピュータ内のデータ表現

(4) オペレーティングシステムの機能
(5) 記憶管理
(6) 言語プロセッサとその他のプログラム

(5) 記憶と演算の原理
(6) 機械語プログラムの実行

コンピュータシステム基礎Ⅰ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. システム基礎 3.0       

2. ファイル管理 2.0       

3. 処理 2.0       
及び処理分散

4. 汎用OS基礎 7.0       

5. プログラミング基礎 9.0       

6. 評価 2.0       

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理基礎）。
情報処理システムに必要なオペレーティングシステム（OS）の基礎知識を学習する。

受講の前提条件

コンピュータシステム基礎Ⅰを履修していること。

到達目標

ＯＳの基本機能の概要を説明でき、プロセスにおける入力⇒処理⇒出力の動作を説明できる。

教科書 使用教室 使用機材等
ゼロからわかるUNIX基礎講座
明快入門Cスーパービギナー編
教官作成資料

自教室
第１統合システム実習室

☑校務情報システム

科目名称 講師

コンピュータシステム
基礎Ⅱ コン基Ⅱ 学科 航空電子科教官 25.0

(1) ユーザ及びOS視点からのファイルシステム
(2) ファイルシステムの実現

(2) ファイルの分類及び概要
(3) 文字コード

授業項目 要点 備考

(1) ソフトウェアの分類及び概要

(3) 汎用OSの処理及び処理分散

(1) データ構造及びアルゴリズム

(1) 汎用OSの基本機能
(2) 汎用OSのファイル管理

(1) プロセス
(2) プロセス間通信の実現

(2) プログラムの仕組み
(3) プログラミングに必要な開発環境
(4) プロセスの入力⇒処理⇒出力の動作

コンピュータシステム基礎Ⅱ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ネットワークの 4.0       
基礎知識

2. 通信の基礎知識 4.0       

3. イーサネット 5.0       

4. TCP/IP 5.0       

5. 伝送時の 4.0       
雑音対策

6. 評価 2.0       

科目名称 講師

情報通信理論 情通理論 学科 航空電子科教官 24.0

(2) LANとWANの違い
(3) OSI基本参照モデルの各階層の特徴と
     その各層間での処理

授業項目 要点 備考

(1) ネットワークの構成要素

なし。

到達目標

情報を伝送するための基本的な伝送技術、代表的な伝送方式の特徴を理解し状況に応じ最適な方法を選べる。また、
ネットワークの構築や異なる2つのネットワークを接続するための必要な機器及びその動作概要を説明できる。

教科書 使用教室 使用機材等
コンピュータシステムの基礎
わかりやすいデータ通信
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理基礎）。
通信、ネットワークにかかる基本知識及び信頼性の高い情報の伝送理論を学習する。

受講の前提条件

(5) 様々な通信ケーブルの特徴や用途
(6) パリティチェック誤り検出方法

(2) 各伝送方式の特徴と仕組み
(3) 多重化方式の仕組み
(4) 回線速度・データ量・転送時間の関係

(4) 代表的なネットワーク構成の特徴

(1) 各通信方式の用途

(2) IPアドレスとMACアドレスの紐づけ方法
(3) サブネットマスクによるネットワークの分離方法

(1) IPの役割と仕組み

(2) レポート

(1) メディアアクセス制御
(2) MACアドレスの構造
(3) イーサネット拡張機器の種類とその動作原理

(4) 誤りの種類とその対策符号

(1) 小テスト

(1) ディジタル伝送における雑音対策
(2) ハミング符号
(3) ハミング距離

(4) ルーティング
(5) ネットワーク設定

情報通信理論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 法体系及び 3.0       
電波法の概要

2. 無線局の免許 3.0       

3. 無線設備 5.0       

4. 無線従事者 3.0       

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（電波法・航空法）。
無線従事者国家試験に必要な科目。
電波関連施設の法的取扱いについて学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

電波法に規定されている事項及び関係法規の概要について理解し、航空保安無線施設における無線局の運用及び技術
操作のために必要な措置を認識することができる。

位置づけ

教科書 使用教室 使用機材等
無線従事者国家試験問題解答集
     第一級陸上無線技術士、第二級陸上無線技術士
電波法要説、教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

電波法規 電波法 学科 航空電子科教官 33.0

(5) 無線通信業務の分類
(6) 無線局の種別

(2) 法律の体系
(3) 電波に関する行政機構
(4) 定義

授業項目 要点 備考

(1) 電波法の目的

(1) 無線設備の概要
(2) 電波の表示

(4) 免許状の取扱
(5) 免許の有効期限と再免許
(6) 変更、休止、廃止

(1) 免許制度
(2) 免許の欠格事由
(3) 免許の手続

(1) 無線従事者の資格制度
(2) 資格の区分
(3) 無線従事者免許と免許証

(6) 業務特有の技術的条件
(7) 無線機器型式検定と認証制度

(3) 送信設備の一般的条件
(4) 受信設備の一般的条件
(5) 付帯設備の一般的条件

電波法規

(4) 主任無線従事者
(5) 無線従事者の配置
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時限

5. 無線局の運用 3.0       

6. 無線局の監督 3.0       

7. 雑則・罰則・附則 1.0       

8. 総合演習 11.0     

9. 評価 1.0       

電波法規
授業項目 要点 備考

(6) 無線設備の機能維持
(7) 各無線局の運用

(3) 通信の秘密の保護
(4) 無線局の運用における備え付け
(5) 無線局の通信方法

(1) 免許状記載事項の遵守
(2) 混信等の防止

(1) 雑則の概要
(2) 電波法の主な雑則
(3) 電波法における罰則規定

(4) 報告と電波監視
(5) 異議申立てと訴訟

(1) 公益上の必要に基づく命令及び援助を
(2) 不適法な運用に対する監督
(3) 無線局の検査

(4) 附則の概要

(1) 小テスト・演習問題とその解説

電波法規
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制とは 2.0       

2. 飛行の種類と 2.0       
基準

教科書 使用教室 使用機材等
航空管制のはなし
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

管制概論Ⅰ 管概Ⅰ 学科 航空管制科教官 7.0

(2) 航空管制のあらまし
　ア．航空交通業務と航空交通管制業務
　イ．航空交通管制業務の種類

授業項目 要点 備考

(1) 航空管制の歴史

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（管制概論）。
航空管制業務について、規則及び運用方法の概要を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制業務について、規則及び運用方法の概要を習得し、説明することができる。

　ウ．標準計器到着方式
　エ．トランジション
　オ．待機経路

(4) 空の路について
　ア．航空路
　イ．標準計器出発方式

(3) 空域について
　ア．管制空域
　イ．非管制空域

(6) 速度制限
(7) 飛行計画
(8) 飛行場付近の飛行

(3) 特別有視界飛行方式
(4) 衝突の回避
(5) 最低安全高度

(1) 有視界飛行方式
(2) 計器飛行方式

(15) 計器進入
(16) 進入復行

(12) 高度計規正
(13) 位置通報
(14) 待機

(9) 最低気象条件
(10) 最低高度
(11) 巡航高度

管制概論Ⅰ
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時限

3. 管制業務の運用 1.0       

4. 管制用語 1.0       

5. 評価 1.0       

(1) 業務内容及び管制間隔の概要
　ア．航空路管制業務

(6) 飛行場管制の用語
(7) レーダー管制の用語

(3) 数等の送信
(4) 基本管制用語
(5) 計器飛行管制方式の用語

(1) 周波数
(2) 文字の送信

　ウ．進入管制業務
　エ．ターミナル・レーダー管制業務
　オ．着陸誘導管制業務

　イ．飛行場管制業務

管制概論Ⅰ
授業項目 要点 備考

管制概論Ⅰ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 運航情報業務 1.0       

2. 運航情報 3.5       
援助業務

3. 飛行場情報業務 2.0       

4. 対空援助業務 1.5       

5. 管制通信業務 0.5       

6. 評価 0.5       

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（運航情報業務概論）。
運航援助情報、飛行場情報、対空援助業務及び国際対空通信業務の概要を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

運航援助情報、飛行場情報、対空援助及び国際対空通信業務の概要を理解し、説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等
航空法
航空保安業務の概要
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

科目名称 講師

運航情報業務概論 運情概論 学科 航空情報科教官 9.0

(2) 航空交通業務通報
(3) 運航の監視と捜索救難
(4) 航空事故等

(1) 飛行計画

授業項目 要点 備考

(1) 運航情報業務の概要

(1) 飛行場の基本施設
(2) 飛行場管理
(3) 制限区域安全管理

(5) 航空情報

(1) 国際対空通信業務の概要

(1) 飛行場対空援助業務の概要
(2) 広域対空援助業務の概要

(4) 鳥獣対策

運航情報業務概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 空港の基礎知識 1.0       

2. 航空輸送の発展と 1.0       
空港の整備

3. 航空機の離発着と 2.0       
空港の施設基準

4. 旅客・貨物の 1.0       
取り扱い

5. 空港計画と 2.0       
空港の管理運営

6. まとめ 0.5       

7. 評価 0.5       

講師

(1) 飛行場と空港の定義

位置づけ

飛行場の諸施設及び維持と空港の管理についての基本的な知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

飛行場の諸施設及び維持と空港の管理について簡単に説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等
空港のはなし
数字でみる航空、　ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

科目名称

8.0飛行場概論 飛概 学科 航空電子科教官

(1) 空港の基本施設
(2) 制限表面
(3) 空港を支える様々な業務や施設

(2) 空港整備の沿革
(3) 空港運営の現状

(2) 飛行場の施設構成

(1) 民間航空輸送の歴史と現状

授業項目 要点 備考

(3) 各空港の管理運営状況の概要

(1) 空港が社会に果たすべき役割

(1) 空港整備計画の概要
(2) 航空局の会計の概要

(1) ターミナル施設の概要
(2) 貨物取扱施設の概要

飛行場概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 概説 12.0     

2. 評価 1.0       

科目名称 講師

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅰ ＣＮＳⅠ 学科 航空電子科教官 13.0

授業項目 要点 備考

(1) 航空機の運航と航空保安業務の関わり

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(CNS/ATM概論)。
航空保安業務の概要及び関連する通信・航法・監視システム、航空交通管制情報処理システム、全地球測位衛星シス
テム、衛星通信サービスの基礎を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

通信・航法・監視システム、航空交通管制情報処理システムの概要を理解し、説明できる。また、全地球測位衛星システ
ム、衛星通信サービスの利用形態について概要を理解し、説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務の概要
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム
☑３Ｄ航空施設研修教材
　（ＡＴＭ）

(5) 衛星通信サービスの概要

(2) 通信・航法・監視システムの概要
(3) 航空交通管制情報処理システムの概要
(4) 全地球測位衛星システムの概要

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅰ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空通信システム 4.0       

2. 航法システム 4.0       

3. 監視システム 4.0       

4. 航空交通 4.0       
管制情報処理
システム

5. 全地球測位衛星 3.0       
システム、

6. 衛星通信サービス 1.0       

7. 評価 1.0       

科目名称 講師

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱ ＣＮＳⅡ 学科 航空電子科教官 21.0

授業項目 要点 備考

(1) 構成、機能

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(CNS/ATM概論)。
通信・航法・監視システムの基本的な構成、機能及び動作概要を学習する。また、航空交通管制情報処理システム、全
地球測位衛星システム、衛星通信サービスの基本的な構成、機能の概要を学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅰを履修していること。

到達目標

通信・航法・監視システムの基本的な構成、機能及び動作概要を理解し、説明することが出来る。また、航空交通管制情
報処理システム、全地球測位衛星システム、衛星通信サービスの基本的な構成及び機能を理解し、説明することができる。

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務の概要
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム
☑３Ｄ航空施設研修教材
　（ＡＴＭ）

(2) 動作概要

(1) 構成、機能

(2) 動作概要

(1) 構成、機能

(2) 動作概要

(1) 構成、機能

(1) 構成、機能

(1) 構成、機能

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目
合同授業

時限

1. ヒューマンファクター 1.0
　 とは何か 　
　 　
　 　

2. さまざまなヒューマン 3.0
　 ファクター 　
　 　
　 　
　 　
　 　
　 1.5
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

3. 評価 0.5

ヒューマンファクター１ ＨＦ１ 学科 特任教官 6.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 産業界におけるエラーと事故の現状
(2) エラー、事故を防止するために必要な

なし。

到達目標

ヒューマンファクターの概念の重要性及びエラーを防ぐ方法を習得し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

ヒューマンエラー 合同教室
☑校務情報システム

位置づけ

ヒューマンファクターの概念の重要性及びエラーを防ぐ方法を学習する。

受講の前提条件

　エ．認知機能の特徴と限界を通して、エラーを防ぐ
　　　方法を考える

　ア．視覚・聴覚の特徴と限界
　イ．注意機能の特徴と限界
　ウ．記憶の特徴と限界

　　ヒューマンファクターの概念の重要性を理解する
　
(1) 認知機能の特徴と限界

　

　イ．コミュニケーションエラーの原因とその防止策
　　　について
　

(2) 集団とコミュニケーション
　ア．集団と個人が相互に及ぼす影響を知り、
　　　チームでエラーを防ぐ方法を知る

ヒューマンファクター１
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空機の基礎 1.0       

2. 航空力学 4.0       

3. 航空エンジン 1.0       

4. 各種設備 1.0       

5. 電子装備 4.0       

6. 航空計器 4.0       

7. ヘリコプタ 2.0       

8. 評価 1.0       

航空機概論 航空機 学科 特任教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 航空機の型式と分類
(2) 定期航空会社の使用する航空機

なし。

到達目標

航空機の飛行原理の基礎、電子装置及び航空計器に関する知識を習得し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

航空実用ハンドブック 自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航空機概論）
航空機の飛行原理の基礎と装置を学習する。

受講の前提条件

(5) 操縦性
(6) 重量及び重心位置

(2) 飛行機の翼
(3) 性能
(4) 安定性

(3) 航空機の構造

(1) 流体力学の基礎

(3) 電気装備

(1) 通信機器

(1) 居住設備
(2) 非常用装備

(1) エンジンの分類
(2) プロペラ
(3) ガスタービンエンジン

(1) ヘリコプタの諸形式
(2) 回転翼の形式・構造・運動

(1) 機械式計器
(2) 電子式計器
(3) 自動飛行制御装置

(2) 航法機器
(3) 飛行管理装置

航空機概論

(3) 操縦装置
(4) 航法装置
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 公務員の使命 12.9     
と教養

2. 校長訓話 1.2       

3. 特別講義 3.0       

4. 校外研修 8.6       

5. 学校行事等 18.5     

6. 校務情報 3.0       

公務員教養 公務教養 学科
有識者・幹部等
総務課・教務課
航空電子科教官

47.2

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 公務員教育 1.0時限×8
(2) 国家公務員意識改革に係る課題討議 0.3時限×12

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

講師作成資料 合同教室, 教室
体育館, グラウンド等

☑校務情報システム

位置づけ

公務員の使命と教養、特別講義、校外研修等多角的な研修を実施し、航空保安業務に携わる国家公務員としての人間
形成を図る。

受講の前提条件

(1) 現場学習 4.3時限×2

(1) 空の日・オープンキャンパス（10月） 7.1時限

(1) 専門教養 3時限　有識者等

(3) 国家公務員意識改革に係る実践的取組 1.3時限

(1) 校長訓話（30分×4回）

(2) 情報セキュリティーポリシー（4月） 総務課×0.5時限
　　ア．国土交通省情報セキュリティーポリシー、
　　　　　関係規則等

(1) 校務情報システムの概要（4月） 総務課×0.5時限
　　ア．校務情報システムの目的と種類

(2) 体育大会 9.4時限
(3) 消火防災訓練 2.0時限

(3) 校務情報システム操作概要（4月） 教務課×2.0時限
　　ア．統合システム実習室等の
　　　　 各種ＩＴ教育システムの操作

公務員教養
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 無線従事者試験 4.0       

2. 聴講等 1.0       

3. 他科学習発表会 1.0       
聴講

4. 学習交流 3.0       
1.0       

5. 補強授業等 27.1     

授業項目 要点 備考

(1) 陸上無線技術士の資格試験受験 4時限☓1
　ア．２陸無線工学基礎・法規

科目名称 講師

(1) 管制科学習発表会聴講 1時限×1

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

なし。

到達目標

(1) ＩＴ教育システムの活用による演習 各教官の調整により
(2) 補強授業 シラバスを決定する。

位置づけ

業務上必要となる資格の取得、発表会聴講、補強授業等により学科の研修効果を高める。

受講の前提条件

科目演習（学科） 科目演学 学科 航空電子科教官 37.1

教科書 使用教室 使用機材等

(1) 実習交流参加（管制官実習受講） 1時限×3
(2) 実習交流参加（情報科実習受講） 1時限

(1) 航空電子科２年プログラミング実技発表見学 1時限×1

(3) その他

科目演習（学科）
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. オフィスソフトとは 1.0       

2. 表計算演習 9.0       

3. 評価 1.0       

例題30＋演習問題70でしっかり学ぶ Excel標準テキスト 基礎編
Windows 10/Office2016対応版 自教室

☑校務情報システム

位置づけ

ＰＣを用いたオフィスソフトの利用方法を学習する。

受講の前提条件

情報リテラシー 情リ 実技 特任教官 11.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 基本操作
(2) 書式
(3) 関数

(1) 代表的なオフィスソフトの機能概要

校務情報システム概論を履修していること。

到達目標

代表的なソフトウェアの機能、基本操作を実習により習得し、表・関数・グラフ作成機能を使用することができる。

授業項目 要点 備考

(7) 簡単なマクロ/VBA

(4) グラフ作成
(5) 高度な関数と計算式
(6) データ操作

情報リテラシー
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

Ⅰ　基礎編
1. 計測総論 2.0       

2. 単位及び 1.0       
電気標準器

3. 電気計器総論 1.0       

4. 指示電気計器 3.0       

5. ディジタル計器 3.0       

6. 検電器 0.5       

専修学校教科書シリーズ６　電子計測
教官作成資料

自教室
電子基礎実験室

☑校務情報システム
☑各種測定器

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（電気電子計測）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
測定理論及び測定器の基本的な原理、取扱法を学習する。

受講の前提条件

電気電子計測 電子計測 実技 航空電子科教官 42.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(2) 誤差
(3) 測定値の処理
(4) 感度、精度、確度
(5) 有効数字

(1) 測定方式

アナログ電子回路、ディジタル電子回路、電気磁気学、電気回路学を受講していること。

到達目標

電気的諸量の測定に関する基礎概念を示すことができる。直流からマイクロ波領域における測定原理の概要を説明すること
ができる。高周波信号の基本的な測定を行うことができる。

授業項目 要点 備考

(1) 電気計器
(2) 構成要素

(1) 電気磁気単位系
(2) 電気単位の絶対測定
(3) 電気標準器

(6) 近似計算

(5) 可動鉄片形計器
(6) 電流力計形計器
(7) 誘導形計器

(2) 整流器形計器
(3) 熱電形計器（熱線形計器）
(4) 静電形計器

(3) 誤差

(1) 可動コイル形計器

(1) 直流検流計
(2) 交流検流計

(3) Ｄ－Ａ変換器
(4) ディジタル電圧計

(1) Ａ－Ｄ変換の基礎
(2) Ａ－Ｄ変換器

電気電子計測
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時限

7. 電位差計 0.5       

8. 抵抗測定 1.5       

9. 静電容量、 1.0       
インダクタンス及び
インピーダンスの
測定

10. 電力、力率の 2.0       
測定

11. 周波数、位相の 2.0       
測定

12. 高周波の測定 2.0       

13. 測定用発振器 1.0       

14. 測定補助器 1.0       

15. 波形・スペクトラム 2.5       
観測

16. 評価 1.0       
1.0       

(2) 交流電位差計

(1) 概説

授業項目 要点 備考

(1) 直流電位差計

電気電子計測

(2) インピーダンス素子
(3) 交流ブリッジによるＬ、Ｃ、Ｒ、tanδの測定

(5) 高抵抗の測定

(1) 概要

(2) 抵抗器
(3) 低抵抗の測定
(4) 中抵抗の測定

(1) 計数形周波数計
(2) 位相の測定

(3) 単相交流電力測定
(4) 三相交流電力測定
(5) 力率測定

(1) 概要
(2) 直流電力測定

(2) 低周波発振器

(1) 増幅量、減衰量及びデシベル表示

(3) インピーダンスの測定

(1) 標準信号発生器

(1) 電子電圧計
(2) 電力の測定

(1) 1～11項
(2) 12～15項

(1) オシロスコープ
(2) スペクトラムアナライザ

(2) フィルタ
(3) レベル計

電気電子計測

Ⅲ-電１-48

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



時限

Ⅱ　定着編
1. 説明 1.0       

2. 指示電気計器 2.0       

3. 波形観測 5.0       

4. 周波数測定 2.0       

5. 測定用発振器 1.0       

6. スペクトラム観測 2.0       

7. 評価 1.0       
1.0       
1.0       

電気電子計測

(1) オシロスコープ：基本操作
(2) オシロスコープ：リサージュ

(1) 主旨、進め方、報告書作成方法

(1) 可動コイル形計器

授業項目 要点 備考

(1) スペクトラムアナライザ

(1) ファンクション・ジェネレータ
(2) 標準信号発生器

(3) オシロスコープ：遅延掃引

(1) ユニバーサル・カウンタ

(1) 波形観測
(2) 周波数測定
(3) スペクトラム観測

電気電子計測
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 実験に関する 2.0       
一般事項

2. 電気磁気測定 6.0       

3. 電気回路・ 12.0     
電子回路

4. 電子回路等製作 10.0     

５. 評価 3.0       

電子基礎実験Ⅰ 電子実Ⅰ 実技 航空電子科教官 33.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

(1) 実験の目的、実験上の注意事項
(2) 測定器具類の操作方法

アナログ電子回路、電気磁気学、電気回路学、電気電子計測を履修していること。

到達目標

電気回路及び電子回路分野の講義で学んだ理論を実験で検証し、その結果を考察できる。
また、各種測定器具類の取り扱いや電気工作ができる。

授業項目 要点 備考

教官作成資料
１・２陸技受験教室（３）　無線工学Ｂ
専修学校教科書シリーズ２　電気回路(２)
専修学校教科書シリーズ３　電子回路(１)
専修学校教科書シリーズ４　電子回路(２)

電子基礎実験室
自教室

☑校務情報システム
☑各種電子基礎実験器材
☑各種測定器

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（電子基礎実験）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電子工学の基礎理論を実験を通して学習する。

受講の前提条件

(3) 周波数フィルタの特性を測定
(4) 微分積分回路の特性を測定

(3) トランジスタのhパラメータの測定

(5) 定電圧回路の特性の測定

(1) 絶縁抵抗、接地抵抗の測定
(2) ホイートストンブリッジによる測定

(3) 報告書の作成法
(4) 工具類の使用法

(1) 半田付技術
(2) 受信機の制作

(4) 整流回路の特性の測定

(6) トランジスタ増幅回路の特性の測定

(1) ダイオードの特性の測定
(2) キルヒホッフの法則、テブナンの法則の測定

２～４項のレポートにより評価

(3) 論理回路及び増幅回路
(4) ケーブルの制作

電子基礎実験Ⅰ
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 補強授業等 7.0       

教官作成資料 自教室
電子基礎実験室

☑校務情報システム

位置づけ

実技科目の補強授業等により研修効果を高める。

受講の前提条件

科目演習（実技） 科目演実 実技 航空電子科教官 7.0

教科書 使用教室 使用機材等

科目名称 講師

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(3) その他

(1) 電子基礎実験室等利用による演習
(2) 補強授業

科目演習（実技）
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Ⅲ. 研修内容 
7. 本科（航空電子科２学年）
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目

時限

1. 英文読解 26.0 
Reading

2. 評価 4.0       
Evaluation

英語ＲⅡ

到達目標
通常業務に必要となる技術英語に関する英文を読解することができる。
Students are able to have their jobs regarding with technical English, international affairs and International
Civil Aviation Organization（ICAO） annex reading effectively without any language barrier.

授業項目 要点 備考

(1) 英文読解及び語彙の講義と演習
Lecture and practice of English reading
and vocabulary.

科目名称 講師

英語ＲⅡ 英語ＲⅡ 学科 特任教官 30.0

教科書 使用教室 使用機材等

現代社会を理解するための視点 MAKING SENSE OF
THE WORLD 自教室

☑校務情報システム

位置づけ

語彙、長文読解の学習を通じて、基本的な英文読解力を培う。
Students will acquire basic English  vocabulary to have basic reading ability.

受講の前提条件

英語ＲⅠを履修していること。
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目

時限

1. 英文法 13.0     
Basics English
grammar

2. 評価 2.0       
Evaluation

英語ＧⅡ

受講の前提条件

英語ＧⅠを履修していること。

教科書 使用教室 使用機材等

到達目標
英文法の学習をし、基本的な英文読解ができる。また、英文メールでのやりとりに必要な文書作成ができる。
Students are able to have their jobs regarding with English effectively without any language
barrier.

授業項目

　　Writing

要点 備考

(1) 英文法の講義と演習
    Lecture and practice of basic English
　　grammar.
(2) 英作文

科目名称 講師

英語ＧⅡ 英語ＧⅡ 学科 特任教官 15.0

English Grammar for Reading Comprehension 自教室
☑校務情報システム

位置づけ
英文法の理解を通じて、読解力及び英文メールでのやりとりに必要な作文力を培う。
Students will acquire basic English grammar  to have basic reading ability and basic writing ablity
to make E-mail.
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目
２クラス

時限

1. 英会話 25.0     
English
conversation

2. 評価 2.0       
Evaluation

英語ＣⅡ

(1) 発音、リズム、イントネーション
　　Pronunciation, Rhythm, Intonation
(2) 基本的な英会話パターン
　　Basic pattern of English conversation
(3) 応答演習
　　Exercise of questions and answers
(4) 業務に必要な英会話
    Situation study on business.

備考

 　 Coordination on the phone.
　イ.業務説明
 　  Presentaion own buisiness topics.

科目名称 講師

英語ＣⅡ 英語ＣⅡ 学科 特任教官 27.0

　ア.電話での業務調整

教科書 使用教室 使用機材等

TOP NOTCH2
People,Places,and Things2

自教室
LL教室等

☑校務情報システム

位置づけ

業務に必要となる状況を題材として、基本英会話を学習する。
Students will learn  basic English conversation based on business topics.

受講の前提条件

英語ＣⅠを履修していること。

到達目標
英語による簡単な業務の説明及び電話での業務調整に必要な英会話ができる。
Students acquire basic English conversation skill of presentation and coordination on the phone at
business situation.

授業項目 要点
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略称 区別 種類 時限数

外国語科目

時限

1. 英文読解、要約 2.0       

2. 業務説明 2.0       

3. 各種国際基準 4.0       
及び
ガイダンスマテリアル

4. 評価 4.0       

国際航空法規（英語）

(1) 各種国際基準及びガイダンスマテリアルについて
　　 原文（英語）から説明資料（日本語）を
　　 作成する。

1項から3項の説明資料及び課題発表

(1) 条約及び付属書の概要（英語）

(1) 業務説明資料を英語で作成する。

教科書 使用教室 使用機材等

 教官作成資料 自教室
第２統合システム実習室

☑校務情報システム

位置づけ
業務に必要となる国際航空法規を題材として、英語を学習する。
国際民間航空条約及びその機関、航空管制技術業務に関連する各種国際基準及びガイダンスマテリアルを原文（英語）
を用いて学習し、各種業務における国際対応能力を身につける。

受講の前提条件

国際航空法規（概要）を履修していること。
英語RⅡ、英語GⅡ、英語CⅡを受講していること。

到達目標

我が国の航空管制技術業務に関連する各種国際基準及びガイダンスマテリアルを用いて、原文（英語）から説明資料を
作成し説明できる。また、簡単な業務説明を英語で実施できる。

授業項目 要点 備考

(2) 第１０付属書（ANNEX10）を含む業務
     に必要となる国際航空法規について、原文
    （英語）を 読解、要約する。

科目名称 講師

国際航空法規（英語） 国際法英 学科 航空電子科教官 12.0
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略称 区別 種類 時限数

保健体育科目

時限

1. 体育理論と 24.0     
体育実技　　

　　コ．キンボール
　　サ．アルティメット
　　シ．タグラグビー

保健体育

　　ア．ソフトボール
　　イ．バレーボール
　　ウ．サッカー
　　エ．バスケットボール
　　オ．テニス
　　カ．バドミントン
　　キ．卓球
　　ク．スポレック
　　ケ．ピロポロ

　　球技を通して公正な態度を養う。
　1) 体操
　　ア．徒手
　　イ．床運動（マット使用）
　2) 器械体操
　　ア．跳び箱
　3) 競技
　　ア．持久走
　4) 球技（基礎・応用・チームプレー）

(1) 生理、力学、心理から見た運動の特性を
　　習得する。
  1) 運動の生理
  2) 運動の力学
  3) 運動の心理
  4) 生活と運動
  5) 体育レクレーション
(2) 筋力、持久力、柔軟性等の運動能力を
　　高め、心身の調和的な発達を図るとともに

教科書 使用教室 使用機材等

なし
グラウンド
体育館

合同教室

☑校務情報システム
☑体育設備

位置づけ

運動についての科学的理解に基づき、合理的な練習によって運動技能を高め、体力の向上を図る。
集団の中での役割を理解・実行するチームワーク力を涵養する。

受講の前提条件

なし

到達目標

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

保健体育 体育 学科 特任教官 27.0
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時限

2. メンタルヘルス 1.0       

3. 体育大会 2.0       

保健体育

　ストレス等に適切に対応できるような知識
を習得する。
(1) メンタルヘルス
(2) ストレスマネジメント

「職種間連携強化推進」活動の一環として、
職種・科を超えた大会

保健体育
授業項目 要点 備考
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略称 区別 種類 時限数

専門科目 106.0
1年次　48時限
2年次　58時限

時限

Ⅰ　無線機器の基礎
1. 増幅回路 6.0       

2. 発振回路 5.0       

3. 変調及び復調 6.0       

Ⅱ　電源及び周辺機器
1. 電源回路 5.0       

無線機器学

　イ．位相変調の原理
(5) 周波数変調の復調回路

(1) 変圧器
(2) 整流平滑回路
(3) 直流電圧安定化電源
(4) 無停電電源
(5) 電池

(5) 周波数シンセサイザ

(1) 振幅変調
　ア．変調の原理
　イ．変調回路の種類
(2) 振幅変調の復調回路
(3) 単側波帯変調と復調
(4) 角度変調
　ア．周波数変調の原理

　イ．非同調増幅回路
　ウ．同調増幅回路
(5) 電力増幅回路
(6) 負帰還増幅回路

(1) 発振回路の基礎
(2) 帰還発振回路
(3) 負性抵抗発振器、圧電形
(4) 位相同期発振回路

無線通信についての基礎理論、具体的な電子回路について理解し、これらの総合回路として無線送受信機の動作及び測
定方法を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 増幅度と整合
(2) 増幅方式とバイアス
(3) ひずみ・雑音・雑音指数
(4) 増幅回路と周波数特性
　ア．フィルタ回路

科目名称 講師

無線機器学 無線機器 学科 航空電子科教官

教科書 使用教室 使用機材等
無線従事者国家試験問題解答集
　　第一級陸上無線技術士、第二級陸上無線技術士
無線機器システム, 教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目。
無線送受信機、無線通信方式に使用されている技術と知識について学習する。

受講の前提条件

応用数学、物理学Ⅱ、無線工学演習Ⅰ（基礎）を受講していること。

到達目標

Ⅲ-電２-7

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



時限

Ⅲ　ＡＭ送受信機
1. ＤＳＢ送信機 4.0       

2. ＤＳＢ受信機 4.0       

3. ＳＳＢ送受信機 2.0       

4. ＡＭステレオ放送 1.0       

Ⅳ　ＦＭ送受信機
1. ＦＭ送信機 3.0       

2. ＦＭ受信機 3.0       

3. ＦＭステレオ放送 1.0       

4. 多重通信 1.0       

(1) ＦＭステレオ放送
　ア．搬送波抑圧ＡＭ－ＦＭ
　イ．ＦＭ多重放送
　ウ．ＦＭステレオ受信機

(1) 概要
(2) 周波数分割多重通信方式（ＦＤＭ）

無線機器学

(2) ＦＭ受信装置の付属回路
　ア．リミッタとキャプチャー効果
　　　雑音改善度（三角雑音）
　イ．検波器の種類と特徴
　　　位相比較器とクワドラチャ検波
　ウ．ＡＧＣ、スケルチ・ミューティング
　エ．ＡＦＣ
(3) ＦＭとＡＭ方式の比較、ＦＭ高感度受信

(1) 直接・間接周波数変調
　ア．ＦＭ送信機で逓倍を使う理由
　イ．ＡＭ送信機で逓倍を使わない理由
(2) ＩＤＣとエンファシス
(3) ＦＭ（間接）送信装置の構成と動作概要

(1) ＦＭ受信装置の構成と動作概要

(6) ＡＭ検波回路の種類と特徴
(7) 検波効率と検波出力の計算

(1) ＳＳＢの種類と概要
(2) ＳＳＢ送信機の構成と動作概要
(3) ＳＳＢ受信機の構成と動作概要

(1) 送信系
(2) 受信系

　　　スプリアスレスポンス
　イ．近接周波数選択度
(3) 感度低下の原因
(4) 混信妨害等
　ア．影像周波数・近接周波数による混信
　イ．感度抑圧効果
　ウ．相互変調
　エ．混変調
(5) 中間周波増幅器

(4) 送信機の構成と各部の動作概要
(5) 送信機が備えるべき条件
　ア．許容偏差・占有周波数帯幅
(6) スプリアスと防止対策
　ア．高調波・低調波・寄生発射・相互変調積

(1) 受信機の構成と各部の動作概要
(2) 受信機が備えるべき条件
　ア．感度・選択度・安定度・忠実度・雑音・

無線機器学
授業項目 要点 備考

(1) 変調方式と変調理論
(2) 終段（コレクタ）変調器の計算
(3) 低電力変調、ＰＤＭ変調（Ｄ級増幅器）
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時限

Ⅴ　デジタル無線通信
1. 二値符号の伝送 3.0       

2. 多重通信方式 2.0       
　　　　　　　　　

3. ＰＣＭ－ＰＳＫ 6.0       

Ⅵ　無線通信資源の
　　 各種有効利用技術

1. 中継方式の概要 2.0       

2. パルス技術 2.0       

3. スペクトラム 2.0       
拡散通信

4. 衛星通信方式 4.0       

(3) 実効輻射電力(EIRP)と性能指数(G/T)
(4) GPS測位の概要

無線機器学

　ウ．時間ホッピング（ＴＨ）
　エ．チャープ（パルス化ＦＭ）

(1) 多元接続の概要
　ア．時分割多元接続　　（ＴＤＭＡ）
　イ．周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
　ウ．符号分割多元接続　（ＣＤＭＡ,ＳＳＭＡ）
　エ．空間分割多元接続　（ＳＤＭＡ）
(2) 衛星搭載中継器の種類と構成

　イ．自動等化器

(1) パルスの波形と性質
(2) アイダイアグラム（アイパターン）、ジッタ

(1) スクランブル
(2) ＳＳ方式の種類と特徴
　ア．直接拡散（ＤＳ）
　イ．周波数ホッピング（ＦＨ）

　ア．直並列変換器
　イ．ＴＤＭ用チャンネルパルス発生器
　ウ．サーキュレータ

(1) 中継方式の種類
(2) フェージング補償
　ア．ダイバシティ

　イ．ＱＰＳＫ変調器
　ウ．１６ＱＡＭ変調器
(4) ＰＳＫ復調
　ア．ＰＳＫ復調器の構成
　イ．基準搬送波の作成
　ウ．クロックパルスと識別器
(5) ＰＣＭ－ＰＳＫ送受信機
　ア．ＤＰＳＫ変調
(6) ＰＣＭ－ＰＳＫ（時分割）多重送受信機

      時分割多重（ＴＤＭ）

(1) ベースバント変調方式の概要
(2) パルス符号変調（ＰＣＭ）
　ア．構成と概要
　イ．高能率ＰＣＭ
　ウ．伝送パルス符号の形式
(3) ＰＳＫ変調（無線周波数帯）
　ア．リング変調器（ＤＢＭ）

無線機器学
授業項目 要点 備考

(1) モールス・ＦＳＫ・ＡＦＳＫ・ＭＳＫ・ＧＭＳＫ
(2) 位相変位変調方式（ＰＳＫ）と
　 　直交振幅変調方式（ＱＡＭ）

(1) 周波数分割多重（ＦＤＭ）、
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時限

5. 移動体通信 4.0       

Ⅶ　テレビジョン
1. テレビ放送 6.0       

Ⅷ　電波航法装置
1. 電波航法装置 5.0       

Ⅸ　無線機器に関する
　　測定

1. 測定 4.0       

2. 測定機器 4.0       

15.0

6.0

Ⅹ　総合演習

Ⅺ　評価

無線機器学

(1) 小テスト・演習問題とその解説

(1) 送信機に関する測定
(2) 受信機に関する測定

(1) 高周波測定用機器
(2) 送受信機測定用機器
(3) マイクロ波帯測定機器

　イ．畳み込み符号
　ウ．リードソロモン符号
(9) セグメント　ワンセグ

(1) 電波航法装置の概要
(2) レーダー方程式
(3）速度測定用レーダー

　イ．ＱＡＭ
　ウ．シンボル間干渉
　エ．マルチキャリア伝送
(7) 直交周波数多重変調方式の原理
　ア．ＯＦＤＭ
　イ．ＩＦＦＴとＦＦＴ
　ウ．ガードインターバル
(8) 復調方式の概要
　ア．インターリーブ

(2) 地上波デジタルテレビ放送の特徴
(3) 地上波デジタルテレビ放送の方式
(4) 衛星デジタルテレビ放送の方式
(5) デジタル信号処理
　ア．動き補償予測符号化
　イ．変換符号化（ＤＣＴ）
　ウ．可変長符号化
(6) 変調方式の概要
　ア．ＴＣ８ＰＳＫ

(1) 移動体通信の概要
　ア．２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ携帯電話
　イ．Bluetooth
　ウ．無線LAN（IEEE802.11)
　エ．WiMAX（IEEE802.16)

(1) デジタルテレビ放送

無線機器学
授業項目 要点 備考
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略称 区別 種類 時限数

専門科目 102.0
1年次　40時限
2年次　62時限

時限

1. 概要 1.0       

2. 給電線理論 27.0     

3. 空中線理論 23.0     

空中線理論及び電波伝搬

(6) 空中線利得と指向特性
(7) 電力の伝達、フリスの伝達公式
(8) 伝搬損失

　エ．平面線路
(3) 整合回路
(4) ダイプレクサ、バラン

(1) ポインチング電力
(2) 微小ダイポール
(3) 線状アンテナ
(4) 半波長ダイポール
(5) 接地アンテナ

(1) 分布定数回路
　ア．分布定数回路の基本式
　イ．反射係数、定在波比、反射損、伝送効率
　ウ．共振線路
(2) 給電線
　ア．同軸ケーブル
　イ．平行２線式給電線
　ウ．導波管

１・２陸技受験教室（３）　無線工学Ｂ
１陸技無線工学Ｂ  アンテナと電波伝搬完全マスター
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（無線工学概論）。
無線従事者国家試験に必要な科目。
給電線理論から測定までの基本的な原理や電波の分類及び伝搬様式の考え方を学習する。

受講の前提条件

応用数学、物理学Ⅱ、無線工学演習Ⅰ（基礎）を受講していること。

到達目標
空中線、給電線、並びに各種空中線の理論を理解し、無線施設の各種空中線並びに給電線について説明することができ
る。
電波伝搬の基礎理論を理解し、無線施設から放射される電波特性について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 空中線及び給電線
(2) 電波伝搬及び電波雑音

科目名称 講師

空中線理論
及び電波伝搬 空中線 学科 航空電子科教官

教科書 使用教室 使用機材等
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時限

4. 電波伝搬 12.0     

5. 電波雑音 2.0       

6. 空中線の実際 12.0     

7. 測定 5.0       

８. 総合演習 15.0

９. 評価 5.0

空中線理論及び電波伝搬

(1) 長中波帯の空中線
(2) 短波帯の空中線
(3) 超短波帯の空中線
(4) マイクロ波帯の空中線

(1) 空中線の測定
(2) 給電線の測定

(1) 小テスト・演習問題とその解説

　エ．電離層における屈折
　オ．電離層における減衰
　カ．周波数帯による伝搬の性質
　キ．電離層伝搬にみられる諸現象

(1) 電波雑音
(2) 雑音強度の表示法
(3) 等価雑音温度

　ウ．見通し距離
　エ．ラジオダクト、Ｍ曲線
　オ．対流圏散乱波
　カ．対流圏内の減衰と偏波特性
　キ．対流圏のフェージング
(3) 電離層伝搬
　ア．電離層の生成
　イ．電離層の構成
　ウ．正割法則、ＭＵＦ、伝送曲線

(1) 地上波伝搬
　ア．地上波の性質
　イ．直接波と大地反射波
　ウ．電界強度
　エ．回折波
　オ．フレネルゾーン
(2) 対流圏伝搬
　ア．対流圏の性質
　イ．大気の屈折率、スネルの法則

空中線理論及び電波伝搬
授業項目 要点 備考
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. AIPN概要及び 3.0       
関連機器

2. AIPN障害時の 3.0       
初期対応

3. AIPN異常時の 4.0       
ハードウェア確認

4. AIPN異常時の 5.0       
ソフトウェア確認

情報ネットワーク理論・演習

(3) ルータの確認個所
(4) ネットワーク接続状態のコマンド確認
(5) ネットワークセキュリティ
(6) AIPNのソフトウェア状況確認
(7) 適切なソフトウェア復旧方法

(2) ネットワークケーブルの確認個所
(3) HUBの確認個所
(4) ルータの確認個所
(5) ネットワークデバイスの電源状況確認
(6) AIPNのハードウェア状況確認
(7) 適切なハードウェア復旧方法

(1) クライアント/サーバPCの確認個所
(2) HUBの確認個所

(5) WANの特徴

(1) 故障状況の把握方法
(2) WAN障害時の対応
(3) 冗長回線へのネットワーク変更
(4) 関係者へのレポート

(1) クライアント/サーバPCの確認個所

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理基礎）。
ICAO標準訓練パッケージ（STP）認定科目。

受講の前提条件

情報通信理論を履修していること。

到達目標

国内及び国際標準と同じIPネットワークである航空IPネットワーク（AIPN）を効率的に維持するために必要なコンピテンシー
を身につける。

授業項目 要点 備考

(1) LANとWAN
(2) LANの必要性
(3) LANの拡張機能
(4) LANの特徴

科目名称 講師

情報ネットワーク
理論・演習 情ネ 学科 航空電子科教官 28.0

教科書 使用教室 使用機材等
マスタリングＴＣＰ／ＩＰ入門編
３分間ネットワーク基礎講座
教官作成資料

自教室
電子基礎実験室

☑校務情報システム
☑IPシミュレータ一式

位置づけ
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時限

5. AIPNの 4.0       
ネットワーク
状態確認

6. AIPNの 3.0       
フェイルバック

7. ネットワーク設計 4.0       

8. 評価 2.0       

情報ネットワーク理論・演習
授業項目 要点 備考

(1) プロトコルアナライザを使用したパケット取得方法
　　ア．アナライズ結果の確認(PCの状態)
　　イ．アナライズ結果の確認(HUBの状態)
　　ウ．アナライズ結果の確認(ルータの状態)
　　エ．アナライズ結果の確認(VoIPの状態)
　　オ．アナライズ結果からのAIPNネットワーク
　　　　状態評価
(2) 適切なネットワーク状態への復旧方法

情報ネットワーク理論・演習

(1) ネットワークの導通チェック方法
(2) ネットワークのフェイルバック

(1) ネットワーク設計の概要
(2) ネットワーク設計書に基づいてネットワークを
      設定する
(3) ネットワーク設定書通りに動作するか試験する
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 総則 1.0       

2. 空港等及び 1.0       
航空保安施設

3. 航空機の運航 5.0       

4. 機長報告の義務 0.5       

(15) 計器飛行方式による飛行
(16) 位置通報
(17) 通信機故障の場合の航行
(18) 航空機の航行の安全を確保するための装置
(19) 輸送禁止の物件

(1) 航空機事故報告
(2) 異常事態の報告
(3) 異常接近の報告

国内航空法規

(6) 操縦者の見張り義務
(7) 最低安全高度
(8) 巡航高度
(9) 気圧高度計の規正
(10) 衝突予防等、進路権
(11) 空港等附近の航行方法
(12) 曲技飛行等
(13) 操縦練習飛行等
(14) 航空機の灯火

(1) 航空路の指定
(2) 空港等及び航空保安無線施設の管理基準

(1) 出発前の確認
(2) 飛行機の燃料
(3) 飛行計画の通報及びその承認
(4) 離着陸の場所
(5) 航空交通の指示

航空法
航空保安業務従事者のための航空法の変遷
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（電波法・航空法）
航空法に規定されている事項及び関係法規の概要並びに航空機の運航方法と航空保安施設との関係を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空法に規定されている事項及び関係法規の概要並びに航空機の運航方法と航空保安施設との関係を習得し、説明す
ることができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空法の目的
(2) 定義

科目名称 講師

国内航空法規 国内法 学科 航空管制科教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等
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時限

5. 航空機の安全性 0.5       

6. 航空従事者 0.5       

7. 航空運送事業 0.5       

8. 空港等内外に 2.0       
おける
禁止、制限事項

9. その他 0.5       

10. 評価 0.5       

国内航空法規

(1) 外国航空機の運航等

(1) 耐空証明
(2) 修理及び改造検査

(1) 技能証明の種類
(2) 受験資格
(3) 申請手続等

授業項目 要点 備考

(1) 空港等内の禁止行為
(2) 機内持込み禁止物件
(3) 飛行に影響を与える行為の禁止
(4) 航空に危険を生じさせる行為等の処罰に関する
     法律
(5) 航空機の強奪等の処罰に関する法律

(1) 航空運送事業の種類

国内航空法規
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 概説 1.0       

2. 国際民間航空条約 2.0       
（シカゴ条約）

3. 国際民間航空機関 2.0       
（ＩＣＡＯ）

4. 評価 1.0       

国際航空法規（概要）

(5) その他（遵守状況、相違勧告、監査）

(1) ＩＣＡＯ概要
(2) ＩＣＡＯと航空局の組織的関わり
(3) ＩＣＡＯ地域事務所、各種会議体

　　　所管する業務、装置の規定に関連する事項

到達目標

国際航空法規の必要性と、国際民間航空条約及びその機関の概要を説明できる。また、我が国の航空管制技術業務が
参照する主要な国際基準及びガイダンスマテリアルについて、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1）航空の国際性と国際航空法規の必要性
(2) 国際航空協定の歴史

(1) 条約の基本的な原則項目
(2) 条約に記載されている用語の意味、定義
(3) 国際標準及び勧告方式
(4) 国際民間航空条約付属書で管制技術官が

科目名称 講師

国際航空法規（概要） 国際法概 学科 航空電子科教官 6.0

教科書 使用教室 使用機材等

 ICAO概論
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(電波法・航空法)。
国際航空法規の必要性、歴史及び国際民間航空条約並びにその機関、航空管制技術業務に関連する基準及びガイダン
スマテリアルを学習する。

受講の前提条件

国内航空法規、CNS/ATM概論Ⅱを履修していること。
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 気象の基礎 1.0       

2. 気象と運用・運航 4.0       

3. 航空気象通報式 3.0       

4. 評価 1.0       

航空気象概論

(1) 定時飛行場実況気象通報式(METAR)
(2) 運航用飛行場予報気象通報方式(TAF)

(1) 風の仕組みと雲の発生

(1) 気象通報と航空気象予報
(2) 気圧と高度
(3) 風向、雲と視程
(4) 地域気象と災害等

(5) 超高層気象と宇宙気象
(6) 太陽活動
(7) 高層天気図

     （雷害、降雪、台風、地震）

教科書 使用教室 使用機材等
航空気象入門、ＡＩＭ－Ｊ
ずっと知りたかった飛行機の事情
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

一般的な気象及び航空機の運航に密接に関係する航空気象について学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空気象、METAR及びTAFの解読について習得し、航空機の運航や無線施設等の運用との関係について説明することが
できる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

航空気象概論 気象概論 学科 航空電子科教官 9.0
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 総則 1.0       

2. 管制方式基準 6.0       

科目名称 講師

管制概論Ⅱ 管概Ⅱ 学科 航空管制科教官 10.0

到達目標

管制方式基準、航空交通管理方式基準について、規則、運用方法を習得し、説明することができる

授業項目 要点 備考

(1) 航空管制業務の目的

教科書 使用教室 使用機材等
航空管制のはなし
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（管制概論）
管制方式基準、航空交通管理方式基準について、規則、運用方法を学習する。

受講の前提条件

管制概論Ⅰを履修していること。

(2) 定義

(1) 総則
      目的及び適用、通則、気象情報、
      高度計規正値、電話通信
(2) 計器飛行管制方式
      管制承認等、管制間隔、特別有視界飛行
      方式、出発機、巡航機、待機機、到着機、
      法第94条の2第1項ただし書の許可、
      洋上管制、ADS及びCPDLC
(3) 飛行場管制方式
      通則、管制許可等、管制間隔、地上走行、
      出発機、到着機、可視信号、情報の提供、
      空港面レーダー表示装置、
      タワーシチュエーションディスプレイ、
      航空機位置情報表示装置、
      飛行場灯火運用方法
(4) レーダー使用基準
      通則、二次レーダー、レーダー識別、レーダー
      誘導、レーダー移送、管制間隔、出発機、
      到着機、視認進入、平行ILS進入、
      平行ILS/精測レーダー進入、同時並行ILS
      進入、速度調整、レーダー進入、
      捜索レーダー進入、精測レーダー進入、
      最終進入の監視、TCAアドバイザリー業務、
      補足業務
(5) 緊急方式
      通則、警急業務、管制方式

管制概論Ⅱ
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時限

3. 航空交通管理 2.0       
方式基準

4. 評価 1.0       

      通則、飛行計画経路の管理及び調整、
      管制承認及び管制指示、交通流制御
(3) 空域管理
      通則、PACOTSの設定、
      民間訓練試験空域管理方式、
      国の航空機による空域使用調整、
      フライトレベル290以上の空域における飛行

管制概論Ⅱ
授業項目 要点 備考

(1) 総則
      目的及び適用、関係機関との調整等
(2) 航空交通流管理

      に関する調整

管制概論Ⅱ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空灯火 1.0       
電気施設業務

2. 航空保安用 6.0       
電源システム

3. 評価１ 1.0       

4. 停電作業 5.0       

科目名称 講師

航空灯火電気施設
業務概論 航灯概 学科 特別研修科教官

（灯電担当） 18.0

(1) 航空灯火電気施設業務
(2) 航空灯火・電気技術官の業務

(1) 航空保安用電源システム
(2) 電気
(3) 電気の危険性
(3-1) 電源障害事例（グループ討議）
(4) 電源の供給方法

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
航空灯火・電気技術実習室

☑校務情報システム
☑飛行場模型
☑灯器、☑受配電設備

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(航空灯火・電気技術概論)。
航空管制技術官として必要な航空保安用電源システム及び航空灯火の概要を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制技術業務に関連する航空灯火電気施設の電源種別、電気接続図、電気関係法規、航空灯火の種類及び航
空灯火・電気技術官業務概要を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(5) システムの構成と特徴
(6) 構成機器と電気接続図の読み方
(6-1) 電気接続図の読み方演習
(7) 電気関係法規

航空保安電源システム

(1) 停電作業
(2) 停電作業手順書の作成手法
(3) 停電作業の実施手順
(4) 各種測定
(5) 高圧機器の取扱実習（DS,VCB,LBS）
(6) 安全対策実習（検電、放電、接地器具取付）
(7) 測定機器の取扱実習（電圧、電流、温度、
    絶縁抵抗、接地抵抗）

航空灯火電気施設業務概論
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時限

5. 航空灯火 3.3       

6. 昼間障害標識 0.7       

7. 評価２ 1.0       

航空灯火電気施設業務概論
授業項目 要点 備考

(1) 航空灯火
(2) 種類
(3) ガイダンス手法
(4) 飛行場灯火 主要関連灯火限定
　　ア．位置表示灯火
　　イ．進入灯火
　　ウ．滑走路灯火
　　エ．地上走行用灯火
　　オ．その他灯火
　　カ．高カテゴリー灯火
　　キ．航空障害灯
　　ク．飛行検査

(1) 昼間障害標識
(2) 種類
(3) 設置基準

航空灯火

航空灯火電気施設業務概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制と情報 3.0       

2. 飛行情報 4.0       

3. 飛行計画 6.0       

4. 動態情報 5.0       

5. 管制移管 2.0       

6. トラジェクトリ 1.0       

7. 航空交通管理 5.0       

8. システムの実装 10.0     

(3) 運航とシステム

(1) システムの変遷

管制情報処理システム概論

(1) 管制移管

(1) トラジェクトリ

(1) 航空交通流管理の導入
(2) 航空交通流管理
(3) 空域管理
(4) 情報の共有

(2) 統合管制情報処理システムの概要

(1) 飛行情報
(2) 飛行情報を取り扱うシステム

(1) 飛行計画
(2) 飛行計画の入手
(3) 航空管制官が使う飛行計画情報
(4) 時々刻々と変わる飛行計画

(1) 位置情報と識別
(2) 速度情報と追尾処理
(3) 飛行計画と動態情報
(4) 多重レーダー処理
(5) マルチセンサ

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱ、管制概論Ⅱ、運航情報業務概論、コンピュータシステム基礎Ⅱを履修していること。

到達目標

航空交通管制情報処理システムで使用する情報、及びシステム構成と機能を説明できる。また、航空機の飛行フェーズにお
ける航空交通管制情報処理システム相互の係わりを説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空交通管制の歴史
(2) 航空交通業務
(3) 管制で取り扱う情報
(4) 管制情報のパターン化
(5) 航空管制とコンピューター処理

科目名称 講師

管制情報処理
システム概論 管シ概論 学科 航空電子科教官 45.0

教科書 使用教室 使用機材等
ＡＩＭ－Ｊ
航空保安業務の概要
教官作成資料

自教室
第１統合システム実習室等

☑校務情報システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（管制情報システム概論）。
航空交通管制情報処理システムで使用する情報、及びシステム構成と機能を学習する。
航空交通管制情報処理システムの開発及び危機管理について学習する。

受講の前提条件
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時限

9. システム開発と 3.0       
危機管理

10. 運用演習 4.0       

11. 評価 2.0       

管制情報処理システム概論

(2) 高信頼性システムの構築
(3) 危機管理

(1) 監視ステータス
(2) 監視画面上で表現される障害
(3) 制御

管制情報処理システム概論
授業項目 要点 備考

(1) システム開発と評価
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空通信システム 10.0     
の概要

2. 対空通信及び 10.0     
管制電話通信
の機能概要

3. 航空無線通信の 13.0     
管理知識

4. データリンク 2.0       
システム

5. 評価 1.0       

航空通信システム理論

(5) 将来のデータリンク
(6) 将来の航空通信ネットワーク

(4) 管理方式
(5) 総合通信検査受験方法

(1)  ＶＨＦデータリンク
　　ア．ＡＣＡＲＳ
　　イ．ＶＤＬ
(2)  ＤＬＣＳ
(3) 現行のデータリンクサービス
(4) 性能準拠型通信・監視（PBCS）の概要

(4) 関係法令

(1) 対空通信操作及び機能
(2) 管制電話操作及び機能
(3) 航空保安情報ネットワーク(CAS.net）の概要

(1) 対空通信方式
(2) 対空通信の送信機の構成
(3) 対空通信の受信機の構成

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航空通信システム概論）。
航空通信システムの各装置構成及び機能並びに運航との関わりを学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

航空通信システムの基本的な装置構成及び機能について説明することができる。また、運航との関わりについて、説明すること
ができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空通信システムの目的
(2) 航空通信の構成
(3) 航空通信システムの設置に関する位置関係

科目名称 講師

航空通信システム理論 通信理論 学科 航空電子科教官 36.0

教科書 使用教室 使用機材等

航空通信システム基礎理論
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空航法の概要 8.0       

2. VORの原理と信号 7.5       

3. DVORの空中線 1.0       

4. DVORの 5.0       
装置構成と機能

5. TACAN/DME 4.5       
の原理と信号

6. TACAN/DME 1.0       
の空中線

航法システム理論

(1) TACANの方位測定原理
(2) DMEの距離測定原理
(3) TACAN(DME)に必要な信号
(4) 基準方位信号

(1) TACAN空中線の構成
(2) DME空中線の構成

(5) 放射パターンと可変方位信号

(1) 送信空中線の構成
(2) カウンターポイズの役割
(3) モニタ空中線の配置とモニタ部の監視項目

(1) 送信部の構成と機能
(2) ディストリビュータ部の構成と機能
(3) モニタ部の構成と機能
(4) 制御部、遠隔監視系の構成と機能

(3) VOR/DME受信機(航空機の利用形態)
(4) 性能準拠型航法（PBNコンセプト）
(5) 関連法令の規定

(1) VORの方位測定原理
(2) VORの信号
(3) DVORが送信する信号
(4) VORの空間変調

ＶＯＲ基礎理論
タカン基礎理論
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航法システム概論）
航法システムの原理、装置構成及び機能、航空航法の概要並びに運航との関りについて学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

航法システムの原理、基本的な装置構成及び機能について説明することができる。また、航空航法の概要を示すことができ、
運航との関わりについて、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航法の基礎知識
(2) AIPチャートの記載内容

科目名称 講師

航法システム理論 航法理論 学科 航空電子科教官 41.0

教科書 使用教室 使用機材等
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時限

7. TACAN/DMEの 7.0       
装置構成と機能

8. GNSSの概要 4.0       

9. 評価 3.0       

航法システム理論

　　ア．ABAS
　　イ．SBAS

(2) レシーバコーダ部の構成と機能
(3) 送信部の構成と機能
(4) 空中線と空中線制御部の構成と機能
(5) モニタ部の構成と機能
(6) 制御部、遠隔制御監視系の構成と機能

(1) 補強システム

航法システム理論
授業項目 要点 備考

(1) 受信部の構成と機能
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 着陸システムの 3.0       
概要

2. 航空機の着陸に 9.0       
必要な情報

3. ILSコース 10.0     

4. ILSの装置構成 6.0       
と機能

5. 評価 2.0       

着陸システム理論

(5) T-DME装置の概要
(6) 電源設備とILS

(2) 空間変調理論
(3) LOCコースと電波
(4) GSコースと電波
(5) TDPまでの距離

(1) ILSシステム総合系統
(2) LOC装置構成と機能
(3) GS装置構成と機能
(4) マーカー装置の構成と機能

(4) 関係法令

(1) 着陸進入
(2) アプローチチャート
(3) 進入方式
(4) ILSカテゴリー
(5) ILS機上装置

(1) ILSコース概要

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（着陸システム概論）。
着陸システムの原理、装置構成及び機能並びに運航との関わりを学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

着陸システムの原理、基本的な装置構成及び機能について説明することができる。また、運航との関わりについて、説明するこ
とができる。

授業項目 要点 備考

(1) 着陸システムの目的
(2) ILSの構成
(3) 滑走路とILS関連用語

科目名称 講師

着陸システム理論 着陸理論 学科 航空電子科教官 30.0

教科書 使用教室 使用機材等
ＩＬＳ基礎理論
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
第１統合システム実習室等

☑校務情報システム
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 監視システムの 1.0       
概要

2. レーダーの基礎知識 2.0       

3. 一次レーダー 4.0       
（ASR）の原理

4. 一次レーダー 2.0       
（ASR）
の空中線

5. 一次レーダー 5.0       
（ASR）
の装置構成と機能

6. その他一次レーダー 2.0       
の装置構成と
機能概要

7. 二次レーダー 6.0       
（ATCRBS）の
原理

監視システム理論

(1) ASDEを学習する
(2) PARを学習する
(3) 各種一次レーダー諸元の比較

(1) 一次レーダーとの相違点
(2) SSR（ATCRBS）の質問信号、応答信号
(3) 保守用指示器の表示
(4) 二次レーダーの機能低下要因

(1) 空中線の指向性
(2) 空中線装置の構成と機能
(3) 接続導波管の構成と機能

(1) 送信系統の構成と機能
(2) 受信系統の構成と機能
(3) 信号処理盤の機能
(4) 制御監視装置の機能
(5) 保守用指示器の構成

(1) 航空用レーダーの一般的なシステム構成と原理
(2) レーダーの関連用語
(3) レーダーに要求される性能

(1) 長短複合パルス方式
(2) レーダーを取り巻く電波環境
(3) 目標を抽出するための機能

一次レーダー基礎理論
二次レーダー基礎理論
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(監視システム概論)。
監視システムの原理、装置構成及び機能並びに運航との関わりを学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

監視システムの概要及び用語について説明することができる。原理や装置構成及び機能について説明することができる。また、
運航との関わりについて説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空交通管制業務とレーダーの関係

科目名称 講師

監視システム理論 監視理論 学科 航空電子科教官 48.0

教科書 使用教室 使用機材等

Ⅲ-電２-29

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



時限

8. 二次レーダーの 5.0       
空中線

9. 二次レーダー 6.0       
（モードS）
の原理

10. 二次レーダーの 4.0       
装置構成と機能

11. WAMの測位原理 3.0       
と装置構成

12. その他 5.0       
監視システムの概

13. 評価 3.0       

監視システム理論

(3) 機能概要

(1) その他監視システムの概要

(5) ACASの概要とACAS情報の利用状況

(1) RPMの機能
(2) 送受信機盤の構成と機能
(3) 信号処理盤の構成と機能
(4) 制御監視装置の機能

(1) 基本原理
(2) 装置の構成

(1) SSR空中線の種類と構成
(2) 垂直面指向性及び水平面指向性
(3) SLS
(4) RSLSとモノパルス測角

(1) ATCRBSとの相違点
(2) SSR（モードS）の質問信号及び応答信号
(3) SSR（モードS）の運用形態
(4) SSR（モードS）が送受する情報

監視システム理論
授業項目 要点 備考
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空保安業務 4.0       
との連携 4.0       

2. 運用における役割 8.0       

4.0       

12.0     

3. 評価

ＣＮＳ／ＡＴＭ総合

　　　　や運用上の注意点

レポート 授業内で実施

　　イ．測定データ確認と対処
(2) 調査・報告 レポート

(1) 運用状態把握と対処
　　ア．各装置の表示による状態把握

(3) 各システムの運用における航空管制技術官 レポート

　　ア．現場官署において運用業務に参加し、
　　　　 実際の運用を経験する
　　イ．運用における航空管制技術官としての行動

　　ア．運用にかかる調査の実施及び調査結果報告

　　　の役割

教官作成資料
自教室

各CNS実習室
管制科実習室

☑校務情報システム
☑各実習器材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(CNS/ATM概論)。
航空保安業務における通信・航法・監視システム及び航空交通管制情報処理システムの役割と業務連携について学習す
る。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

通信・航法・監視システム及び航空交通管制情報処理システムの目的と航空機の運航に与える影響について説明できる。
各システムの運用における航空管制技術官の役割について説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空保安業務における各システムの役割 レポート
(2) 航空機の運航に与える影響 レポート

科目名称 講師

ＣＮＳ／ＡＴＭ総合 ＣＮＳ総 学科 航空電子科教官 32.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 管制技術業務 2.0       
とは何か

2. 運用基準 3.0       

3. 運用要領 2.0       

4. システム統制等 3.0       

5. 保守基準 1.0       

6. 保守要領 1.0       

7. 特別講義 1.0       

1.0       

8. 評価 1.0       

管制技術業務論（運用）

(1) 定期保守、緊急保守、保守の方法、点検、
    調整及び修理、作業の安全

(1) 航空交通管制機器部品補給管理システム 　技術管理センター
     (APPS)について 　による講義
(2) 本省・地方航空局管制技術課の業務 　航空局管制技術課
　 　による講義

(1) 目的、適用範囲、管理関係、運用関係、
　　その他の事項

(1) システム統制の基準及び概要
(2) CNS運用調整
(3) CNS性能評価

(1) 用語の定義、保守の方針

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

航空管制技術官として運用業務を行う上で必要な規則、業務文書、運用基準、運用要領、保守基準等並びにシステム
統制業務の基本的な内容を習得し、各業務について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空管制技術官の業務及び他職種の業務
(2) 航空保安業務処理規程の概要

(1) 運用の方針、運用の開始、運用の方法、
   障害の処理、復旧の優先順位

科目名称 講師

管制技術業務論
（運用） 管技運用 学科 航空電子科教官 15.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料
講師作成資料 自教室

☑校務情報システム
☑RISE端末

位置づけ

航空管制技術官が実施する運用業務及び規則等の基本的な内容を学習する。

受講の前提条件
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 法令 1.0       

2. 行政組織 2.0       

3. 管制技術業務 1.0       
の概要

4. 管理一般 6.0       

5. 技術管理業務 14.0     
の概要

6. 信頼性技術管理 2.0       
業務の概要

7. 特別講義 2.0       
2.0       

8. 評価 1.0       

管制技術業務論（管理）

(1) 無線関係施設の整備 　大阪局　管制技術課
(2) 航空保安無線施設に対する雪害と雷害 　東京局　管制技術課
     の対策 　による講義

(5) 航空無線工事演習
(6) CADソフトの機能概要

(1)　信頼性技術管理業務の役割
(2)　航空無線施設の構成単位
(3)　障害の種類と原因
(4)　保守の種類と点検周期
(5)　管技官が行う信頼性業務

(1) 財政・会計、予算編成の流れ、会計検査、
    文書管理、物品管理、訓練

(1) 施設原簿、回線原簿
(2) 管理月報
(3) 無線局検査、飛行検査
(4) 航空無線工事

授業項目 要点 備考

(1) 管制技術業務に関わる法令の体系

(1) 国土交通省組織

(1) 管制技術業務の実施体制及び所掌業務

科目名称 講師

管制技術業務論
（管理） 管技管理 学科 航空電子科教官 31.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料
講師作成資料 自教室

校務情報システム
☑積算システム
☑RISE端末

位置づけ

航空管制技術官が実施する技術管理業務、信頼性技術管理業務及びこれらにかかる規則等の基本的な内容を学習す
る。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

航空管制技術官として技術管理業務を行う上で必要な、組織形態、予算制度、工事、物品管理等を行う上で必要な規
則、並びに信頼性技術管理業務の基本的な内容を習得し、各業務について説明することができる。
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ＭＩＳＥ／ 1.0       
ＲＩＳＥの概論

2. ＭＩＳＥ／ 3.0       
ＲＩＳＥの
装置と機能

3.  ＭＩＳＥ／ 4.0       
ＲＩＳＥの
端末操作

4. 演習 10.0     

5. 評価 2.0       

ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥ概論・演習

(2) ＲＩＳＥの端末操作

(1) ＲＩＳＥの端末操作演習

(1) ＭＩＳＥの装置
(2) ネットワーク構成
(3) 監視データ及び制御／計測操作の流れ
(4) ＲＩＳＥの装置
　　（ネットワーク装置の見学含む）
(5) ＲＩＳＥの機能一覧

(1) ＭＩＳＥの端末操作

ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの構成、機能等を学ぶとともに、ＭＩＳＥの監視制御系機能及びＲＩＳＥの業務系機能の概要
について学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの機能及び構成の概要を説明することができる。監視制御系及び業務系機能の概要について説明
することができる。説明書を確認しながらＲＩＳＥの基本的な端末操作ができる。

授業項目 要点 備考

(1) ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの概要
(2) ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの特徴
(3) ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの官署管轄構成
(4) ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥの系統図

科目名称 講師

ＭＩＳＥ／ＲＩＳＥ
概論・演習 ＲＩＳＥ 学科 航空電子科教官 20.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
各CNS実習室

☑校務情報システム
☑RISE端末

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 飛行検査の定義 0.5       

2. 飛行検査の 0.5       
必要性

3. 飛行検査の種類 1.0       
及び回数等

4. 飛行検査等の 3.0       
項目及び許容値

5. 特別講義 2.0       

6. 評価 1.0       

飛行検査概論

　　カ．空港監視レーダー、 航空路監視レーダー、
　      洋上航空路監視レーダー等
　　キ．WAM
　　ク．精密進入用レーダー
　　ケ．航空通信施設
　　コ．RNAVに用いる航空保安施設等

(1) 飛行検査業務 　飛行検査センター
　による講義

(5) 飛行検査回数

(1) 下記の航空保安施設について検査項目及び
     許容基準
　　ア． VOR、DME及びVOR/DME
　　イ．TACAN及びVORTAC
　　ウ．ILS
　　エ．GBAS
　　オ．航空灯火

(1) 技術的必要性
(2) 飛行検査に係る航空法、国際民間航空条約
     第１０付属書等
(3) 飛行検査規程

(1) 飛行検査対象施設の種類
(2) 飛行検査対象施設数
(3) 飛行検査の種類
(4) 飛行検査の優先順位

航空保安業務の概要
教官作成資料
講師作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

飛行検査の概要を習得することにより、航空保安無線施設等の重要性を認識させると共に、その適切な維持管理について
学習する。

受講の前提条件

航空機概論、管制技術業務論（管理）を履修していること。

到達目標

航空保安無線施設の維持管理に必要な飛行検査業務全般の基礎知識を習得し、それを説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 飛行検査の定義

科目名称 講師

飛行検査概論 飛行検査 学科 航空電子科教官 8.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 信頼性概要 1.0       
（序論）

2. 信頼性の尺度 2.0       

3. 故障 3.0       

4. 信頼性設計 2.0       

5. システムの 2.0       
信頼性と保全

6. 信頼性管理 4.0       

7. 評価 (1) 発表及びレボート 授業内で実施

信頼性技術理論

(1) システムの信頼性指標
(2) システムの信頼度
(3) アベイラビリティと保全

(1) マネジメント
(2) 信頼性の管理
(3) 信頼性計画
(4) ケーススタディ

(1) 故障の概要
(2) 故障の分類
(3) バスタブ曲線
(4) ケーススタディ

(1) 信頼性技術及び信頼性設計概要
(2) 設計手法
(3) 信頼度の予測

(1) 信頼性の概要
(2) 信頼性の定義
(3) 望まれる信頼性

(1) 見える化
(2) 信頼度
(3) MTBF、MTTR、MTTF
(4) 故障率

教科書 使用教室 使用機材等

信頼性工学のはなし
教官作成資料

自教室
第１統合システム実習室等

☑校務情報システム

位置づけ

信頼性の定義や手法を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

信頼性の基本概念について習得し、システムの信頼性管理について説明できる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

信頼性技術理論 信頼性 学科 航空電子科教官 14.0
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 衛星通信サービス 3.0       

2. 全地球測位衛星 6.0       
システム

3. 評価 1.0       

航空衛星システム概論

(3) 電波干渉

授業項目 要点 備考

(1) 衛星通信サービスの特徴
(2) インマルサット
(3) イリジウム

(1) 測位理論
(2) 誤差要因

航空衛星システム概論 衛星概論 学科 航空電子科教官 10.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航空衛星システム概論）。
全地球測位衛星システム及び衛星通信サービスの仕組みと役割について学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ概論Ⅱを履修していること。

到達目標

全地球測位衛星システム及び衛星通信サービスの仕組みと役割を理解し、説明することができる。

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

専門科目
合同授業

時限

1. ヒューマンファクター 1.0       
とは何か

2. 人間の強さと弱さ 1.0       

3. ヒューマンエラー 2.0       

4. コンピュータと人間 1.0       

5. ヒューマンエラー 2.0       
の分析方法

6. 安全への取り組み 1.0       

7. 評価 1.0       

     の必要性）

(1) 分析モデルと分析手法
(2) 分析実習

(1) 人間（脳）の特性
(2) 能力と限界
(3) 能力阻害要因
(4) 行動パターン

ヒューマンファクター２

(1) 安全情報の活用
(2) ハインリッヒの法則
(3) 危険因子の検出と予防安全
(4) 安全文化

(1) コンピュータの長所と短所
(2) 人間の長所と短所
(3) 自動化システムにおけるコンピュータと人間
     の役割分担（ヒューマンセンターシステム

(4) ＨＭＩ

(1) 人間のエラーの定義
(2) 分類
(3) エラー誘発要因
(4) 組織エラー

安全意識の向上及びその実践方法について学習する。

受講の前提条件

ヒューマンファクター１を履修していること。

到達目標

日常の航空保安業務における安全意識の向上及びその実践方法を習得し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 定義
(2) 航空におけるヒューマンファクター
(3) 事故要因としてのヒューマンファクター

科目名称 講師

ヒューマンファクター２ ＨＦ２ 学科 特任教官 9.0

教科書 使用教室 使用機材等

ヒューマンエラーの科学 合同教室
☑校務情報システム

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 安全管理システム 6.0       

2. リスクとハザード 2.0       

3. 評価

科目名称 講師

安全管理論 安全管理 学科 航空電子科教官 8.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空保安業務安全管理規程に規定されている安全管理システム（SMS）の概要を学習する。航空保安職員に必要な安
全対応に関する基本的な知識を学習する。

受講の前提条件

管制技術業務論（運用）、管制技術業務論（管理）、飛行検査概論、信頼性技術理論、ヒューマンファクター２を受講
していること。

到達目標

事故やインシデントに対し、ヒューマンファクターの見地から、安全についての姿勢をもち、対策検討にかかる取り組みを行える。

授業項目 要点 備考

(1) 安全管理システムの概要
　　ア．事故やインシデントの発生のメカニズム
　　イ．ヒューマンエラー
　　ウ．安全管理の取り組み
　　エ．安全文化
(2) 安全分析・安全研究
　　ア．再発防止策
　　イ．事故原因究明
(3) 原因究明指向型の対策検討
　　ア．分析手法とその方法
　　イ．ケーススタディ

(1) リスク
　　ア．リスクの発見と認識
　　イ．KYT

(1) レポート 授業内で実施

安全管理論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 公務員の 8.0       
使命と教養 3.6       

1.3       

2. 校長訓話 1.2       

3. 特別講義 8.0       

4. 校外研修 27.8     

5. 学校行事等 18.5     

1.0       

科目名称 講師

公務員教養 公務教養 学科
有識者・幹部等
総務課・教務課
航空電子科教官

69.4

教科書 使用教室 使用機材等

講師作成資料 合同教室、教室
体育館, グラウンド等

☑校務情報システム

位置づけ

公務員の使命と教養、特別講義、校外研修等多角的な研修を実施し、航空保安業務に携わる国家公務員としての人間
形成を図る。

受講の前提条件

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 公務員教育 1時限×8
(2) 国家公務員意識改革に係る課題討議 0.3時限×12
(3) 国家公務員意識改革に係る実践的取組

(1) 校長訓話（30分×4回）

(1) 専門教養 有識者等8時限

(1) 現場学習 4.3時限×6、2時限×1

(1) 空の日・オープンキャンパス（10月） 7.1時限
(2) 体育大会 9.4時限
(3) 消火防災訓練 2.0時限
(4) 学生試験内定者学校見学会 1時限

公務員教養
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 無線従事者試験 4.0       

2. 学習交流 3.0       
1.0       

3. 補強授業等 24.1     

科目名称 講師

科目演習（学科） 科目演学 学科 航空電子科教官 32.1

教科書 使用教室 使用機材等

なし。
自教室

各CNS実習室
電子基礎実験室

☑校務情報システム

位置づけ

業務上必要となる資格の取得、実習交流の企画・開催、補強授業等により学科の研修効果を高める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 陸上無線技術士の資格試験受験 4時限×2
　　ア．２陸無線工学A:/午前・工学B/午後

(1) 実習交流会の開催（管制官へ実習紹介） 1時限☓3
(2) 実習交流会の開催（情報科へ実習紹介） 1時限×1

(1) ＩＴ教育システムの活用による演習
(2) 補強授業
(3) その他

科目演習（学科）
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 実験に関する 3.6       
一般事項

2. アナログ系 4.3       

3. ディジタル系 8.6       

4. 無線系 8.9       

5. 評価 3.0       

科目名称 講師

電子基礎実験Ⅱ 電子実Ⅱ 実技 航空電子科教官 28.4

教科書 使用教室 使用機材等
教官作成資料
１・２陸技受験教室（３）無線工学Ｂ
専修学校教科書シリーズ２　電気回路（２）
専修学校教科書シリーズ３　電子回路（１）
専修学校教科書シリーズ４　電子回路（２）

電子基礎実験室
グラウンド
体育館

☑校務情報システム
☑電子基礎実験機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（電子基礎実験）。
無線従事者国家試験に必要な科目（認定科目）。
電子工学の基礎理論について実験を通して理解を深める。

受講の前提条件

電子基礎実験Ⅰを履修しており、無線機器学、空中線理論及び電波伝搬を受講していること。

到達目標

実験を行う回路及び装置について特徴を示し、説明する事ができる。また実験データを効果的にまとめ理論と関連させた報告
書を作成する事ができる。

授業項目 要点 備考

(2) 回路シミュレータ 2.3時限×1回

(1) 演算増幅器 2.3時限×1回
(2) 低周波増幅器 2.0時限×1回

(1) ディジタル回路（ＩＣトレーナ） 4.3時限×1回
(2) Ａ／Ｄ変換 2.3時限×1回
(3) Ｄ／Ａ変換 2.0時限×1回

(1) 空中線指向特性 2.3時限×1回

(3) ＡＭ受信機

1.0時限×1回

(1) レポート及び成果発表

2.3時限×1回

電子基礎実験Ⅱ

(1) 主旨、進め方、報告書の記載 1.3時限×1回

2.0時限×1回
(4) 電波伝搬特性 1.0時限×1回
(5) パルス技術

(2) マイクロ波回路
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 計画 4.0       

2. 構築 10.0     

3. 検証 3.0       

4. 評価 1.0       

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理実技）。

科目名称 講師

　　ウ． WANの設定
(2) サーバ

(2) 作業内容の抽出

　　ア． LANケーブル作成

情報処理実技 情報実技

情報処理実技

(1) レポート及び演習成果

(1) 動作確認
　　ア． LAN内ネットワーク
　　イ． WAN側ネットワーク
　　ウ． コンテンツ表示

航空電子科教官 18.0

教科書

自教室
第２統合システム実習室等

☑校務情報システム
☑実習用PC
☑実習用ルータ
☑LANケーブル

位置づけ

(3) スケジュール計画

情報ネットワーク理論・演習、プログラミング実習、信頼性技術理論を受講していること。

到達目標

Linuxを用いたWebサーバ及びネットワーク環境の構築を通して情報処理の仕組みを理解する。また、ワークショップを通じて
チーム内のコミュニケーション及びマネジメント手法を身につける。

授業項目 要点 備考

(1) ネットワーク設計

実技

使用教室 使用機材等

教官作成資料

受講の前提条件

(1) ネットワーク設定

　　イ． LANの設定

　　ア． OSインストール
　　イ． Webサーバ及びFTPサーバ
(3) コンテンツ
　　ア． Webページ作成
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. Linux 3.0       
基本コマンド操作

2. シェルスクリプト 6.0       
プログラミング

3. 評価 1.0       

Linux基礎実技

(1) 算術演算、論理演算、その他の演算
(2) 繰り返し、条件分岐
(3) リダイレクト、パイプ

到達目標

Linuxシステムの基本コマンドを確認しながら操作できる。

授業項目 要点 備考

(1) Linux基本コマンドの操作
　　ア．基本的なコマンド
　　イ．viエディタ
　　ウ．ユーザ権限とアクセス権

科目名称 講師

Linux基礎実技 Ｌｉ基実 実技 特任教官 10.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料
ゼロからわかるUNIX基礎講座 第２統合システム実習室

☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理実技）。
Linuxシステムの基礎コマンドを用いて学習する。

受講の前提条件

コンピュータシステム基礎Ⅱを履修していること。
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 学習機材の 2.0       
操作概要

2. プログラミング実習 16.0     

3. 評価 2.0       

プログラミング実習

　　ウ．ライブラリ・機材動作

(1) 例題プログラム
(2) 課題プログラムの作成
(3) 自由課題プログラムの設計、作成

(1) 課題プログラム
(2) 自由課題プログラム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（情報処理実技）。
ハードウェアとソフトウェアの関わり及びプログラミングの基礎を学習する。

受講の前提条件

Linux基礎実技を履修していること。

到達目標

プログラムを設計し、ハードウェア及びソフトウェアを設計通りに動作させることができる。

授業項目 要点 備考

(1) 予備知識
　　ア． 開発環境
　　イ． 開発言語

科目名称 講師

プログラミング実習 プロ実 実技 特任教官 20.0

教科書 使用教室 使用機材等
教官作成資料
明快入門Cスーパービギナー編
新C言語入門シニア編

第２統合システム実習室
☑校務情報システム
☑SPIKEプライム
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 通信制御装置 11.0     
(CCS)

2. 対空通信システム 7.0       

3. 無線電話 2.0       
制御監視装置

4. 総合演習 3.0       

5. 評価 1.0       

航空通信システム実技

　　イ．送受信機選択装置
　　ウ．計測端末

(1) システム全体の信号の流れを総合的
     に学習する

　　イ．音声交換装置
　　ウ．保守処理装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送信装置（TV/TU)
　　イ．受信装置（RV/RU)

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．保守局装置

教官作成資料 通信システム実習室
☑校務情報システム
☑通信システム実習機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航空通信ｼｽﾃﾑ実技）。
実習機材を用いて、航空通信システムの装置間のつながり、原理、各装置の構成及び機能について理解を深める。また、操
作方法及び点検方法を学習する。

受講の前提条件

航空通信システム理論を履修していること。

到達目標
手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて航空通信システムの装置間のつな
がり、原理、各装置の構成及び機能を説明することができる。また、各操作及び点検が運用に与える影響について説明する
ことができる。

授業項目 要点 備考

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．管制卓

科目名称 講師

航空通信システム実技 通信実技 実技 航空電子科教官 24.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. VOR装置 10.0     

2. TACAN装置 10.0     

3. 総合演習 3.4       

4. 評価 0.6       

航法システム実技

　　ウ．制御監視装置

(1) 各装置の総合的な演習

1人30分×2回

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送信装置
　　イ．ディストリビュータ装置
　　ウ．モニタ装置
　　エ．制御監視装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．トランスポンダ装置
　　イ．モニタ装置

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 航法システム実習室
☑校務情報システム
☑航法システム実習機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（航法システム実技）
実習機材を用いて、航法システムの原理、各装置の構成及び機能について理解を深める。また、操作方法及び点検方法を
学習する。

受講の前提条件

航法システム理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて航法システムの原理、各装置の構
成及び機能を説明することができる。また、各操作及び点検が運用に与える影響について説明することができる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

航法システム実技 航法実技 実技 航空電子科教官 24.0
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. LOC装置 9.0       

2. GS装置 9.0       

3. MKR装置 2.0       

4. 総合演習 3.6       

5. 評価 0.4       

着陸システム実技

　　イ．動作監視装置

(1) 各装置の総合的な演習

1人40分×1回

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検

授業項目 要点 備考

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送信装置
　　イ．動作監視装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送信装置

着陸システム実技 着陸実技 実技 航空電子科教官 24.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 着陸システム実習室
☑校務情報システム
☑着陸システム実習機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目（着陸システム実技）。
実習機材を用いて、着陸システムの原理、各装置の構成及び機能について理解を深める。また、操作方法及び点検方法に
ついて学習する。

受講の前提条件

着陸システム理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて着陸システムの原理、各装置の構
成及び機能を説明することができる。また、各操作及び点検が運用に与える影響について説明することができる。

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 一次レーダー装置 10.0     

2. 二次レーダー装置 10.0     

3. 総合演習 3.2       

4. 評価 0.8       

監視システム実技

1人40分×2回

　　エ．制御監視装置
　　オ．保守用指示装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送受信装置
　　イ．制御監視装置

(1) 各装置の総合的な演習

航空交通管制技術職員試験規則の航空電子科研修に関する基礎試験科目(監視システム実技)。
実習機材を用いて、監視システムの原理、各装置の構成及び機能について理解を深める。また、操作方法及び点検方法を
学習する。

受講の前提条件

監視システム理論を履修していること。

到達目標
手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて装置の機能や理論に基づいて監視
システムの原理、各装置の構成及び機能を説明することができる。また、各操作及び点検が運用に与える影響について説明
することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　　ア．送信装置
　　イ．受信装置
　　ウ．接続導波管

科目名称 講師

監視システム実技 監視実技 実技 航空電子科教官 24.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 監視システム実習室
☑校務情報システム
☑監視システム実習機材

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

電子実習

時限

1. 補強授業等 4.0       

科目演習（実技）

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 実習室利用による演習
(2) 補強授業
(3) その他

科目名称 講師

科目演習（実技） 科目演実 実技 航空電子科教官 4.0

教科書 使用教室 使用機材等

なし。 各CNS実習室
☑校務情報システム
☑各CNS実習機材

位置づけ

実技にかかる補強授業等により研修効果を高める。

受講の前提条件
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 電気回路の基礎 3.0       

2. 無線工学の基礎 2.0       

3. 無線機器学 1.0       

4. 空中線及び 1.0       
電波伝搬

5. 評価 1.0       

科目名称 講師

航空無線概論 航無概 学科 航空電子科教官 8.0

教科書 使用教室 使用機材等

航空無線工学概論
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目(航空無線概論)。
研修に必要な航空無線の工学的基礎を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空無線の工学的基礎について述べることができる。

授業項目 要点 備考

(1) 工学に必要な数学の基礎知識を確認
(2) 電気回路の基礎知識を確認

(2) デシベルの利便性、計算方法
(1)基本アナログ増幅回路

(3) 論理回路、進数

(1) 増幅回路
(2) 発振回路
(3) 変調・復調回路

(1) 空中線におけるVSWRと反射
(2) 電波伝搬

航空無線概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 情報の基礎理論 1.0       

2. ハードウェア 1.0       

3. ソフトウェア 2.0       

4. ネットワーク 5.0       

5. 評価 1.0       (1) テスト

教科書 使用教室 使用機材等

(4) 文字データの表現

　イ．Linuxの操作

(1) コンピュータの構成要素

科目名称 講師

情報処理基礎 情処基礎 学科 航空電子科教官 10.0

マスタリングＴＣＰ／ＩＰ入門編
イラストでそこそこわかるLinuxコマンド入力からネットワークの基本まで
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（情報処理基礎）。
コンピュータの基礎理論、ハードウェア及びソフトウェアの基礎、ネットワークの基礎について学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制技術官として必要な情報処理の基礎知識を習得し、説明できる。

授業項目

情報処理基礎

要点 備考

(1) データの表現と単位
(2) 基数変換
(3) 負の整数の表現

(1) コンピュータネットワーク
(2) ＯＳＩ参照モデル

(2) コンピュータの動作原理

(1) ソフトウェアの種類
(2) オペレーティングシステム
　ア．Windowsの操作
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空法の概要 5.0       

2. 評価 1.0       

教科書 使用教室 使用機材等
航空法
ICAO概論
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空法の概要と航空保安施設等の管理運用及び航空機の運航に関する事項、国際航空法の必要性と国際民間航空条
約付属書の概略を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空法の概要を学ぶことにより、航空機の運航方法と航空保安施設との関わりが説明できる。国際航空法規の必要性と国
際民間航空条約付属書の概略を示すことができる。

授業項目 要点

(3) 国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）
(4) 条約付属書概説
(5) 国際標準機関と各基準の概要
(6) 空港等及び航空保安施設
(7) 航空機の運航

科目名称 講師

航空法概論 航空法規 学科 航空管制科教官 6.0

(1) 航空法の目的及び定義
(2）航空の国際性と国際航空法規の必要性

備考

航空法概論

Ⅲ-技基-3

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制とは 1.0       

2. 飛行方式と空域 2.0       

3. 航空交通 1.5       
管制業務

4. 管制用語 1.0       

5. 管制の訓練と 1.0       
将来計画

6. 評価 0.5       

科目名称 講師

管制概論 管制概論 学科 航空管制科教官 7.0

教科書 使用教室 使用機材等

航空管制のはなし
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目(管制概論)。
航空管制業務の概要について学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

航空管制業務の概要を理解し、規則、運用方法の基礎知識を習得し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 管制用語の基本（数字、文字と語句）
(2) 管制業務の主な用語

(1) 管制科実習機器の概要
(2) 将来の管制（CNS-ATM）

(1) 航空管制の歴史
(2) 国際条約と航空交通業務

(1) 飛行方式の種類
(2) 空域の種類

(1) 航空管制の種類
(2) 航空管制のための施設

管制概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 運航情報業務 0.5       

2. 運航情報 3.0       
援助業務

3. 飛行場情報業務 1.0       

4. 対空援助業務 0.5       

5. 管制通信業務 0.5       

6. 評価 0.5       

科目名称 講師

運航情報業務概論 運情概論 学科 航空情報科教官 6.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空法
航空保安業務の概要
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目(運航情報業務概論)。
運航援助情報、飛行場情報、対空援助業務及び国際対空通信業務の概要を学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

運航援助情報、飛行場情報、対空援助及び国際対空通信業務の概要を理解し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 運航情報業務の概要

(1) 飛行計画
(2) 航空交通業務通報
(3) 運航の監視と捜索救難
(4) 航空事故等
(5) 航空情報

(1) 飛行場の基本施設
(2) 飛行場管理
(3) 制限区域安全管理
(4) 鳥獣対策

(1) 飛行場対空援助業務の概要
(2) 広域対空援助業務の概要

(1) 国際対空通信業務の概要

運航情報業務概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空灯火 0.5       
電気施設業務

2. 航空保安用 2.0       
電源システム

3. 航空灯火 1.7       

4. 昼間障害標識 0.3       

5. 評価 0.5       

科目名称 講師

航空灯火
電気施設業務概論 航灯概 学科 特別研修科教官

（灯電担当） 5.0

教科書 使用教室 使用機材等

(7) 電気関係法規

教官作成資料 自教室
航空灯火・電気技術実習室

☑校務情報システム
☑飛行場模型
☑灯器
☑受配電設備

位置づけ

航空管制技術官として必要な航空保安用電源システム及び航空灯火の概要を学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

管制技術業務に関連する航空灯火電気施設の電源種別、電気接続図、電気関係法規、航空灯火の種類及び航空灯
火・電気技術官業務概要を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(4) 電源の供給方法
(5) システムの構成と特徴
(6) 構成機器と電気接続図の読み方

(1) 航空灯火電気施設業務
(2) 航空灯火・電気技術官の業務

(1) 航空保安用電源システム
(2) 電気
(3) 電気の危険性

(9) その他灯火
(10) 高カテゴリー灯火
(11) 航空障害灯
(12) 飛行検査

(1) 航空灯火 主要関連灯火限定
(2) 種類
(3) ガイダンス手法
(4) 飛行場灯火
(5) 位置表示灯火
(6) 進入灯火
(7) 滑走路灯火
(8) 地上走行用灯火

(1) 昼間障害標識
(2) 種類
(3) 設置基準

航空灯火電気施設業務概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 概説 12.0     

2. 評価 1.0       

科目名称 講師

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎 ＣＮＳ基 学科 航空電子科教官 13.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務の概要
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム
☑３Ｄ航空施設研修教材
　（ＡＴＭ）

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目(CNS/ATM基礎)。
航空保安業務の概要及び関連する通信・航法・監視システム、航空交通管制情報処理システム、全地球測位衛星システ
ム並びに衛星通信サービスの基礎を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

通信・航法・監視システム、航空交通管制情報処理システム、全地球測位衛星システム並びに衛星通信サービスの利用形
態について概要を理解し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空機の運航と航空保安業務の関わり
(2) 通信・航法・監視システムの概要
(3) 航空交通管制情報処理システムの概要
(4) 全地球測位衛星システムの概要
(5) 衛星通信サービスの概要

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制と情報 1.0       

2. 飛行情報 1.0       

3. 飛行計画 2.0       

4. 動態情報 2.0       

5. 管制移管 0.5       

6. トラジェクトリ 0.5       

7. 航空交通管理 2.0       

8. システムの実装 1.0       

9. 評価 1.0       

科目名称 講師

管制情報処理
システム基礎理論 管情シス 学科 航空電子科教官 11.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務の概要
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（情報処理装置基礎理論）。
航空交通管制情報処理システムで使用する情報、及びシステム構成と機能を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論、ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎、情報処理基礎を受講していること。

到達目標

航空交通管制情報処理システムで使用する情報、及びシステム構成と機能の概要を説明できる。航空交通管制情報処理
システムのつながりを示すことができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空交通管制の歴史
(2) 航空交通業務
(3) 管制で取り扱う情報
(4) 管制情報のパターン化
(5) 航空管制とコンピューター処理

(1) 飛行情報
(2) 飛行情報を取り扱うシステム

(1) 飛行計画
(2) 飛行計画の入手
(3) 航空管制官が使う飛行計画情報
(4) 時々刻々と変わる飛行計画

(1)位置情報と識別
(2)速度情報と追尾処理
(3)飛行計画と動態情報
(4)多重レーダー処理
(5)マルチセンサ

(1)管制移管

(1)トラジェクトリ

管制情報処理システム基礎理論

(1)航空交通流管理の導入
(2)航空交通流管理
(3)空域管理
(4)情報の共有

(1)システムの変遷
(2)統合管制情報処理システムの概要
(3)運航とシステム
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空通信システム 4.0       
の概要

2. 航空通信システム 1.0       

3. 設置場所 1.0       

4. 航空通信 2.0       
装置構成

5. 評価 1.0       

     提供装置

        ・高度・方向の表示と通信
   イ．航空機との交信及び遠隔地との情報共有方法
   ウ．遠隔地との情報共有及び航空機との交信方法

備考

(2) Ｌ／Ｌ通信装置の構成と機能

   エ．気象情報及びＮＯＴＡＭの入手方法
   オ．交信の内容の記録方法

(1) 空港における設置場所
(2) 遠隔対空通信における設置場所

(1) 用語と定義

科目名称 講師

通信装置基礎理論 通信理論 学科 航空電子科教官 9.0

教科書 使用教室 使用機材等

航空通信システム基礎理論
教官作成資料 自教室

☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（通信装置基礎理論）。
航空通信システムの概要と各装置の基本的な構成、及び機能を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論、ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

航空通信システムのつながりを示すことができる。各装置の基本的な構成と機能の概要を説明することができる。

授業項目 要点

   ア．航空通信システムと運用者との関係

通信装置基礎理論

(1) 対空通信装置の構成と機能

   イ．管制指示や支援情報の入手方法

(1) 安全に飛行させるための情報提供及び

   ア．飛行計画の表示及び航空機間の距離
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. VORの概要 3.0       

2. TACAN/DME 2.0       
の概要

3. 装置の概要 6.0       

4. 評価 1.0       

航法装置基礎理論

(1) TACANの方位測定原理
(2) DMEの距離測定原理
(3) TACAN/ＤＭＥの信号

(1) VOR装置の概要
(2) TACAN/DME装置の概要

到達目標

VOR/TACANの原理を説明することができる。各装置の基本的な装置構成及び機能の概要を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航法の基礎知識
(2) VORの方位測定原理
(3) VORの信号
(4) 空間変調の概要

科目名称 講師

航法装置基礎理論 航法理論 学科 航空電子科教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等
VOR基礎理論
タカン基礎理論
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（航法装置基礎理論）。
VOR/TACANの原理、各装置の基本的な構成及び機能を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論、ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ILSの概要 5.0       

2. 装置の概要 2.0       

3. モニタの概要 1.0       

4. 評価 1.0       

着陸装置基礎理論

(3) マーカ装置の概要

(1) ＬＯＣモニタの概要
(2) ＧＳモニタの概要

(3) 運用上のカテゴリー
(4) カバレージ
(5) ＩＬＳ機上受信機
(6) コース発生原理
(7) 空間変調理論
(8) アンテナペアと放射パターン

(1) ローカライザ装置の概要
(2) グライドスロープ装置の概要

ILS基礎理論
AIM-J
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（航法装置基礎理論）。
ILSの原理、各装置の基本的な構成及び機能を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論、ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

ILSの原理を説明することができる。各装置の基本的な装置構成及び機能の概要を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) ＩＬＳの構成
(2) ＩＬＳ進入方式

科目名称 講師

着陸装置基礎理論 着陸理論 学科 航空電子科教官 9.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制用 3.0       
レーダーの概要

2. 装置概要 9.0       

3. 評価 1.0       

監視装置基礎理論

　ウ．トランスポンダ
(3) WAM
(4) 関連機器

(1) レーダーの種類
(2) 管制業務
(3) 導入効果
(4) 基本原理

(1) 一次レーダー
(2) 二次レーダー
　ア．ATCRBS
　イ．SSRモードS

教科書 使用教室 使用機材等
一次レーダー基礎理論
二次レーダー基礎理論
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（監視装置基礎理論）。
監視システムに使用される各装置の基本的構成、動作概要を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論、ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎を受講していること。

到達目標

監視システムの種類及び役割を示すことができる。各システムの機能及び動作原理の概要を説明することができる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

監視装置基礎理論 監視理論 学科 航空電子科教官 13.0
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 管制技術の組織 1.0       

2. 管制技術の 1.0       
業務体制

3. 航空保安無線 1.0       
施設の整備

4. 管制技術官の 1.0       
研修体制

5. 飛行検査の概要 1.0       

6. 端末説明 2.0       

7.  評価 1.0       

管制技術業務概論

(1) MISE/RISE

(2) 予算制度

(1) 資格制度
(2) 研修・訓練体系

(1）飛行検査の定義
(2) 飛行検査規程
(3) 使用航空機及び機上装置
(4) 飛行検査の種類及び対象施設

(3) 管制技術業務内容
　ア．技術管理業務
　イ．運用業務
　ウ．システム統制業務
　エ．信頼性技術管理業務
　オ．研修訓練業務
　カ．保守業務

(1) 無線施設の整備

授業項目 要点 備考

(1) 行政組織
(2) 法令及び規程
(3) 予算及び会計

(1) 航空保安業務
(2) 管制技術業務系統

管制技術業務概論 管技概論 学科 航空電子科教官 8.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務の概要
数字でみる航空
教官作成資料

自教室
☑校務情報システム

位置づけ

管制技術業務及び飛行検査業務についての一般的基礎知識を学習する。

受講の前提条件

ＣＮＳ／ＡＴＭ基礎、運航情報業務概論、航空灯火・電気技術業務概論、管制概論を受講していること。

到達目標
航空管制技術官として業務を実施する上で必要となる組織形態、業務実施体制、無線施設の整備、研修体制等の基本
的な知識を習得し、説明することができる。
飛行検査業務の概要を習得し、説明することができる。

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 安全管理システム 6.0       
（ＳＭＳ）
の概要

2. 評価

安全管理概論

　エ．安全文化
(2) 安全分析・安全研究
　ア．再発防止策
　イ．事故原因究明
(3) 原因究明指向型の対策検討
　ア．分析手法とその方法
　イ．ケーススタディ

(1) レポート 授業内で実施

航空保安業務安全管理規程に規定されている安全管理システム（SMS）の概要を学習する。

受講の前提条件

管制技術業務概論を受講していること。

到達目標

事故やインシデントに対し、ヒューマンファクターの見地から、安全についての姿勢をもち、対策検討に参加する取り組みを行え
る。

授業項目 要点 備考

(1) 安全管理システムの概要
　ア．事故やインシデントの発生のメカニズム
　イ．ヒューマンエラー
　ウ．安全管理の取り組み

科目名称 講師

安全管理概論 安全概論 学科 航空電子科教官 6.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 公務員の使命と 6.0       
教養 1.2       

2. 校長訓話 0.3       

3. 特別講義 2.0       

4. 校外研修 4.3       

5. 学校行事 4.2       

6. 校務情報システム 1.0       

公務員教養

(1) 航空管制技術官の役割 1時限
(2) 航空保安セキュリティ 1時限

(1) 校務情報システム 1時限

公務員の使命と教養、特別講義、校外研修等多角的な研修を実施し、航空保安業務に携わる国家公務員としての人間
形成を図る。

受講の前提条件

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 公務員教養 1.0時限×6
(2) 公務員教育課題討議(30分×4回) 0.3時限×4

(1) 校長訓話(30分×1回) (4月)

(1) 現場学習 4.3時限×1
     航空関係機関等における実務をとおして
     業務の見識を深め、航空保安職員としての
     自覚を高める。

(1) 体育大会 3.2時限
(2) 消火防災訓練 1.0時限

科目名称 講師

公務員教養 公務教養 学科
有識者・幹部等
総務課・教務課
航空電子科教官

19.0

教科書 使用教室 使用機材等

講師作成資料 合同教室、教室
体育館, グラウンド等

☑校務情報システム
☑体育設備

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 補強授業等 13.7     

科目演習（学科）

授業項目 要点 備考

(1) 補強授業 1時限×11
(2) 校外研修事前学習、事後学習 0.3時限×9
(3) その他

科目演習（学科） 科目演学 学科 航空電子科教官 13.7

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑校務情報システム

位置づけ

専門科目にかかる補強授業等により研修効果を高める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. 概説 1.0       

2. 測定器演習 5.0       

3. 評価 1.0       

電気電子計測基礎

(1) オシロスコープ
(2) 周波数カウンタ
(3) 標準信号発生器
(4) ファンクション・ジェネレータ
(5) スペクトラムアナライザ

実技科目に共通して必要な電子計測器についての測定原理及び操作方法を学習する。

受講の前提条件

航空無線概論を受講していること。

到達目標

装置点検に必要な電子計測器の測定原理を説明できる。電子計測器を操作することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 高周波計測の基礎
(2) インピーダンス
(3) 表皮効果・漂遊容量・残留インダクタンス

科目名称 講師

電気電子計測基礎 計測基礎 実技 航空電子科教官 7.0

教科書 使用教室 使用機材等

専修学校教科書シリーズ６　電子計測
教官作成資料 電子基礎実験室

☑校務情報システム
☑各種測定器

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. ネットワーク設定 2.0       

2. OSコマンド 2.0       

3. 評価 1.0       

情報処理装置実技

(3)Pingにより通信状態の確認

(1)Linuxの基本操作

(2)Linuxでのファイル管理

(1) レポート

   イ．サービス制御
   ア．コンピュータログイン

マスタリングＴＣＰ／ＩＰ入門編
イラストでそこそこわかるLinuxコマンド入力からネットワークの基本まで
教官作成資料

電子基礎実験室
☑校務情報システム
☑各実習機器

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（情報処理装置実技）。
情報処理装置に用いられるネットワークの基本操作及びOS上の基本コマンドを学習する。

受講の前提条件

情報処理基礎を受講していること。

到達目標

情報処理装置に多く用いられているネットワークの基本操作を理解し、コンピュータのネットワーク設定及びOS上の基本コマン
ド操作を行うことができる。

授業項目 要点 備考

(1)LANケーブルの作成
(2)コンピュータのIPアドレス設定

科目名称 講師

情報処理装置実技 情報実技 実技 航空電子科教官 5.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. 通信制御装置 6.0       
(CCS)

2. 対空通信システム 6.0       

3. 無線電話制御 1.0       
監視装置

4. 総合演習 2.0       

5. 評価 1.0       

通信装置実技

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
ア．保守局装置
イ．送受信機選択装置
ウ．計測端末

(1) システム全体の信号の流れを総合的に学習する

教科書 使用教室 使用機材等

イ．音声交換装置
ウ．保守処理装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
ア．送信装置（TV/TU)
イ．受信装置（RV/RU)

航空通信システム基礎理論
教官作成資料 通信システム実習室

☑校務情報システム
☑訓練用CCS
☑訓練用AG
☑訓練用RCM

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（通信装置実技）。
航空通信システムの装置間のつながり、各装置の原理、基本的な構成及び機能について理解を深める。また、基本的な操
作方法及び点検方法を学習する。

受講の前提条件

通信装置基礎理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて各装置間の信号の流れ、各装置の
原理、基本的な構成及び機能の概要を説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
ア．管制卓

科目名称 講師

通信装置実技 通信実技 実技 航空電子科教官 16.0

Ⅲ-技基-19

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. VOR装置 7.0       

2. TACAN装置 7.0       

3. 総合演習 1.6       

4. 評価 0.4       

航法装置実技

(1) 各装置の総合的な演習

　イ．ディストリビュータ装置
　ウ．モニタ装置
　エ．制御監視装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　ア． トランスポンダ装置
　イ． モニタ装置
　ウ．制御監視装置

VOR基礎理論
タカン基礎理論
教官作成資料

航法システム実習室
☑校務情報システム
☑航法システム実習機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（航法装置実技）。
航法装置の原理、各装置の基本的な構成及び機能について理解を深める。また、基本的な操作方法及び点検方法を学
習する。

受講の前提条件

航法装置基礎理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながら装置の基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いて航法システムの原理、各装置の基
本的な構成及び機能の概要を説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　ア．送信装置

科目名称 講師

航法装置実技 航法実技 実技 航空電子科教官 16.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. LOC装置 6.0       

2. GS装置 6.0       

3. MKR装置 1.0       

4. 総合演習 2.6       

5. 評価 0.4       

着陸装置実技

(1) 各装置の総合的な演習

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　ア．送信装置
　イ．動作監視装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
　ア．送信装置
　イ．動作監視装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検

教科書 使用教室 使用機材等
ILS基礎理論
AIM-J
教官作成資料

着陸システム実習室
☑校務情報システム
☑着陸システム実習機材

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（航法装置実技）。
ＩＬＳの原理、各装置の基本的な構成及び機能について理解を深める。また、基本的な操作方法及び点検方法を学習
する。

受講の前提条件

着陸装置基礎理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながらＩＬＳの基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いてＩＬＳの原理、各装置の基本
的な構成及び機能の概要を説明できる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

着陸装置実技 着陸実技 実技 航空電子科教官 16.0
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. ASR装置 7.0       

2. SSR装置 7.0       

3. 総合演習 1.2       

4. 評価 0.8       

エ．制御監視装置

監視装置実技

ア．送受信装置
イ．制御監視装置

1人40分×2回

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検
ア．送信装置
イ．受信装置
ウ．接続導波管

オ．保守用指示装置

(1) 装置の原理、構成、機能、操作及び点検

教科書 使用教室 使用機材等
一次レーダー基礎理論
二次レーダー基礎理論
教官作成資料

監視システム実習室
☑校務情報システム
☑監視システム実習機材

位置づけ

(1) 各装置の総合的な演習

航空交通管制技術職員試験規則の航空管制技術基礎研修に関する基礎試験科目（監視装置実技）。
レーダーの原理及び各装置の基本的な構成及び機能について理解を深める。また、基本的な操作方法及び点検方法を学
習する。

受講の前提条件

監視装置基礎理論を履修していること。

到達目標

手順書を確認しながらレーダーの基本的な操作及び点検ができる。装置完成図書を用いてレーダーの原理、各装置の基本
的な構成及び機能の概要を説明できる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

監視装置実技 監視実技 実技 航空電子科教官 16.0
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略称 区別 種類 時限数

管制技術実習

時限

1. 補強授業等 7.4       

科目演習（実技）

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 補強授業 1.0時限×5、0.3時限×8
(2) その他

科目演習（実技） 科目演実 実技 航空電子科教官 7.4

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料

着陸システム実習室
航法システム実習室
通信システム実習室
監視システム実習室

☑校務情報システム
☑各実習機器

位置づけ

実技にかかる補強授業等により研修効果を高める。

受講の前提条件

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 数値表現と 6.0       
データ構造

2. 論理数学 4.0       

3. 線形代数 6.0       

4. 離散数学 4.0       

5. 評価

(1) 代数系やグラフ理論などの離散数学

情報数学

科目名称 講師

情報数学 情報数学 学科 特任教官 20.0

新C言語入門　シニア編
新・明解Ｃ言語によるアルゴリズムとデータ構造
情報数学の基礎第２版

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学）。
航空交通のための情報処理に関わる数学知識を得る。

受講の前提条件

なし。

到達目標

線形代数、データ構造などの内容を理解して、ソフトウェアを利用した情報処理ができ、加えて理解した内容について説明する
ことができる。

授業項目

教科書 使用教室 使用機材等

(1) レポート及び質疑応答 授業内で実施

要点 備考

(1) デジタルコンピュータにおいての数値の表現方法や
      基本的なデータ構造

(1) 論理学や集合論

(1) ベクトルや行列などの線形代数の知識を得て、
      線形代数による情報処理を実施
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 情報基礎 8.0       

2. 誤り訂正符号 8.0       

3. 暗号 4.0       

4. 評価

情報と符号化

(1) セキュリティ保護や情報秘匿などのための各種の
      暗号の手法

(1) レポート及び質疑応答 授業内で実施

教科書 使用教室 使用機材等

新C言語入門　シニア編
やり直しのための工業数学 情報基礎、誤り訂正符号、暗号 改
訂新版 情報通信編

自教室
☑訓練用情報処理システム

符号化や暗号化について理解し、誤りが少なくてセキュリティを保護した通信の構築に役立てることができ、加えて理解した内
容について説明することができる。

授業項目 要点 備考

受講の前提条件

情報数学を受講していること。

到達目標

(1) 通信の誤りを防ぐための各種の誤り訂正符号
      の手法

位置づけ

      情報量、情報エントロピーなど

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学）。
航空交通の通信やセキュリティ保護に必要な情報の符号化や暗号化等について学習する。

科目名称 講師

情報と符号化 符号化 学科 特任教官 20.0

(1) 通信のために必要な情報理論の基礎として、
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. データサイエンス 3.0       

2. データ加工 2.0       

3. データ分析 4.0       

4. データサイエンスの 2.0       
活用事例と課題

5. 評価 1.0       

データサイエンス

(1) データサイエンスの活用事例とデータサイエンス
      の重要性

(1) テスト及びレポート

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学）。
情報を人間・社会・問題解決という３つの側面から捉え、それぞれの役割を押さえ、情報の理解を深める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

情報システムの中で伝達されるデータについて、収集・処理・加工・分析についての概要を理解し、かつ説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) データ活用の考え方、データサイエンスの概要
(2) データサイエンスに必要な知識

(1) データの種類と収集方法
(2) データの前処理の必要性と大まかな手順

(1) データ分析の目的
(2) データの可視化手法
(3) 機械学習の基本的な流れ

科目名称 講師

データサイエンス デタサイ 学科 航空電子科教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

やさしく知りたい先端科学シリーズ10データサイエンス
教官作成資料 自教室

☑訓練用情報処理システム
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 統計学の基礎 2.0       

2. 確率の基礎 2.0       

3. 確率分布の基礎 2.0       

4. 確率分布 3.0       

5. 分布の関係 1.0       

6. 標本と推定 2.0       
　

7. 検定と分析 2.0       

確率・統計学概論

(1) 母平均、母分散、標本平均、標本分散
(2) 確率分布（ｔ，カイ二乗、Ｆ）
(3) 点推定、区間推定

(1) 母平均の検定、母平均の差の検定
(2) 母分散の検定、分析に必要な標本数

(2) 離散確率分布（二項、ポアソン）
(3) 連続確率分布（一様、正規、指数）
(4) 連続確率分布（ガンマ、ベータ、レイリー）

(1) 二項分布と正規分布の関係、中心極限定理
(2) 二項分布とポアソン分布の関係、小数の法則
(3) 指数分布とポアソン分布の関係
(4) 指数分布とガンマ分布の関係
(5) さまざまな分布の乱数の生成法

(2) 順列・組み合わせ、確率の定義、大数の法則
(3) 条件付き確率、ベイズの定理

(1) 確率変数、確率密度関数、累積確立密度関数
(2) 期待値と分散、ｎ次モーメント
(3) モーメント母関数とテイラー展開
(4) 確率変数の変換

(1) 離散確率分布（一様、超幾何、幾何）

確率モデルと多数のデータからその全体的な性質を探るための統計処理の手法を理解し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 全数調査と標本調査、推定、検定、モデル化		
(2) 一次元データ（ヒストグラム、代表値）
(3) 二次元データ（散布図、共分散、相関係数）
(4) 回帰分析（最小二乗法）

(1) 標本空間と事象、事象の演算

確率・統計学概論 確統概 学科 特任教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等

統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編集） 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学）。
コンピュータシステム、通信関係システムなど、システムの性能や負荷を分析するための基礎理論を学習し、理解を深める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

科目名称 講師
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時限

8. 確率・統計学の 2.0       
応用

9. ベイズ統計学の 1.0       
基礎

10. 評価 1.0       

確率・統計学概論

(1) テスト

確率・統計学概論
授業項目 要点 備考

(1) 計算機シミュレーション
(2) 待ち行列システムの基礎

(1) ベイズ統計学の基礎

Ⅲ-シ専-5
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 統計解析の基礎 2.0       

2. 相関と確率分布 2.0       

3. 統計の推定 4.0       

4. 検定 6.0       

5. 評価

ＩＴとデータ分析

(1) 区間推定や母平均の推定など

(1) 回帰直線の計算
(2) 確率分布
(3) 母平均や母比率の区間推定
(4) t検定やカイ二乗検定などの検定法と
     Excel などのソフトの検定ツールの使用

(1) レポート及び質疑応答 授業内で実施

Excelで学ぶ統計解析入門　Excel 2019/2016対応版 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学）。
収集したデータを分析して推定や検定をおこない、航空交通に役立てる。

受講の前提条件

データサイエンス、確率・統計学概論を受講していること。

到達目標

Excel などのソフトを使って統計理論に基づいてデータを推定・検定して、意思決定に役立てることができ、
加えて理解した内容について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 平均や分散などの統計解析の基礎

(1) データ間の相関や、データの確率分布

科目名称 講師

ＩＴとデータ分析 デタ分析 学科 特任教官 14.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ソフトウェア 4.0       
開発手法

2. オブジェクト 6.0       
指向開発

3. WEB 10.0     
アプリケーション
技術

4. 仮想化技術と 4.0       
クラウドの概要

5. 評価 4.0       

ソフトウェア開発概論

(3) HTMLを用いてWebページの作成
(4) Webアプリケーションの仕組み
(5) JavaScriptの作成

(1) 仮想化技術の概要
(2) Webサーバ構築
(3) クラウドの概要

(1) レポート及び発表

(2) オブジェクト指向によるプログラミングの特徴

教科書 使用教室 使用機材等

この一冊で全部わかるクラウドの基本[第2版]
HTML5&CSS3デザイン現場の新標準ガイド［第2版］
教官作成資料

自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング）。
ソフトウェアの開発に関する基礎知識を身につけ、継続的改善を実現するソフトウェア開発手法を体系的に学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

オブジェクト指向によるソフトウェアの開発手法を身に付け、システムの製造工程を説明できる。Webアプリケーションにおける
MVCモデルを理解して分散型開発の利点を説明できる。また、プログラムの開発環境についても説明できる。

授業項目 要点 備考

(3) Javaの特徴
(4) 再利用技術
(5) ソフトウェアの表現技法

(1) Webを実現する技術
(2) URI、HTTP、HTMLの概要

科目名称 講師

ソフトウェア開発概論 ソフ概 学科 航空電子科教官 28.0

(1) ソフトウェアの基礎知識
(2) ソフトウェアの開発手法
(3) ソフトウェアの開発工程

(1) オブジェクト指向の概要
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 基本的なDB設計 2.0       

2. データベース概論 2.0       

3. SQL文の発行 2.0       
（DML）

4. SQL文の発行 2.0       
（DDL）

5. DB制御 2.0       
（DCL）

(1) トランザクションと排他ロック
(2) 制約/制御
　ア．トランザクションの障害時回復
　イ．トランザクションの同時実行制御

データベース概論

(4) データの変更追加削除
(5) DML

(1) データべースの構成要素
　ア．データ型と型変換
(2) データベースオブジェクトとテーブルオブジェクトの
      操作
(3) DDL演習

(1) 問い合わせ文の発行
　ア．射影
　イ．選択
　ウ．関数・演算
(2) 問い合わせ
　ア．結合
(3) 問い合わせ
　ア．副問い合わせ

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング）。
大量のデータを効率よく管理、処理するデータベースシステムの基本概念について学習する。

受講の前提条件

業務分析手法の基礎を受講していること。

到達目標

データベースを中心とした基本的な設計、SQLによるデータ操作及びデータ管理について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 正規化概念とE-R図との相関
(2) 正規化および表の具現化
(3) データベースの設計理論

科目名称 講師

データベース概論 ＤＢ概 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

ERモデリングvsUMLモデリングデータベース概念設計
標準SQL＋データベース入門 自教室

☑訓練用情報処理システム

  ア．スキーマ定義とDB構築

(1) データベース概論
(2) 基本操作、問い合わせ文の発行（基礎）
(3) データディクショナリ一覧を学習する
　ア．分散データベースシステムと名前空間

Ⅲ-シ専-8
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時限

6. データベースの展望 1.0       

7. 評価 1.0       

データベース概論

(1) NoSQLから見たRDBの欠点
(2) AIや機械学習をにらんだDBの在り方と展望
(3) 仮想化によるスケールアウト

(1) テスト

データベース概論
授業項目 要点 備考

Ⅲ-シ専-9
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. システム化設計 9.0       

2. 実装テスト 6.0       

3. 評価 1.0       

システム機能設計

　ア．単体テスト
　イ．統合テスト
　ウ．システムテスト

(1) テスト及びレポート

(3) アーキテクチャ設計
(4) 実装設計
(5) 各設計の関係
(6) コスト算出手法

(1) テストの基礎知識
　ア．テストの目的
　イ．前提条件と終了条件
(2) テストの種別

システム開発のすべて
図解でわかるソフトウェア開発のすべて 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
構造化技法を用いたシステム設計を通じて、分析・設計を詳細化し、設計書類・テスト計画を適切に作成することを学習す
る。

受講の前提条件

システム開発プロジェクト基礎を受講していること。

到達目標

 構造化設計と実装テストを学習し、分析・設計、実装過程を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) システム化計画
(2) 非機能設計と機能設計

科目名称 講師

システム機能設計 シ機設計 学科 特任教官 16.0

教科書 使用教室 使用機材等
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. UML 4.0       

2. システム設計の 4.0       
基礎

3. 高度な 6.0       
システム設計
の基礎

4. 総合演習 6.0       

5. 評価 2.0       

システム実装設計

(1) テスト及びレポート

　　（ユースケース図、クラス図、シーケンス図 など）

(1) UMLの高度な書き方
(2) 具体例を用いて高度な書き方
(3) デザインパターンの考え方

(1) 要件記述からオブジェクトの選定
(2) ユースケース記述とオブジェクト選定の演習
(3) UML記述の演習

(1) UML表記とオブジェクト指向
(2) プログラミング言語とモデリング言語
(3) 抽象概念の表現

(1) ユースケース図の書き方と考え方
(2) クラスの選択の仕方と具体例
(3) クラス図とオブジェクト図
(4) シーケンス図とコラボレーション図
(5) 状態図とアクティビティ図

教科書 使用教室 使用機材等

入門UML2.0
演習で身につくソフトウエア設計入門第２版 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
オブジェクト指向システムの分析・設計を詳細化し、設計書類を作成することを学習する。また、具体例として統一的なモデル
言語であるUMLを実習する。

受講の前提条件

業務分析手法の基礎を受講していること。

到達目標
簡単なシステムに対するユーザの要求仕様をユースケース記述の例を用いて分析し、UML表現を用いて設計したことについて
説明できる。オブジェクト指向設計と実装過程について、大規模な実用システム開発のための方法を用いて実習し、その内容
について説明することができる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

システム実装設計 シ実設計 学科 特任教官 22.0
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 業務分析と 15.0     
モデル化

2. 品質管理 4.0       

3. 要件定義 3.0       

4. 評価 6.0       

業務分析手法の基礎

(3) 業務要件の設定手法
(4) 機能要件の設定手法
(5) 非機能要件の設定手法

(1) レポート及び要件定義書の作成

(1) 品質管理手法
(2) 改善テーマの選定手法
(3) 改善目標の設定手法
(4) 問題点の要因解析手法
(5) 問題点の対策設定手法
(6) 対策の標準化手法

(1) 要件定義の概要
(2) 要求分析及びモデル化手法

授業項目 要点 備考

(1) 業務分析手法の概要
(2) 業務プロセスの可視化手法
(3) レビュー技法
(4) ファシリテーションの概要
(5) 高次的認知概念

業務分析手法の基礎 業務分析 学科 航空電子科教官 28.0

教科書 使用教室 使用機材等

ユーザのための要件定義ガイド　第２版
教官作成資料 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
業務分析の基礎となる問題発見、問題解決、図解の技法を学習する。

受講の前提条件

ヒューマンインタフェース概論、システム機能設計を受講していること。

到達目標

対象業務および関連する全業務を整理し、業務プロセスを適切に情報システムへと導入企画するための、実践的な知識につ
いて理解し、内容について説明できる。

科目名称 講師

Ⅲ-シ専-12

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 基礎概念 2.0       

2. フォールトトレラント 2.0       
コンピュータ

3. ソフトウェアの 5.0       
信頼性

4. 分散システムの 3.0       
フォールトトレランス

5. 評価

信頼性設計概論

(1) 信頼度成長モデル
(2) テスト設計
(3) 検証手法
(4) ソフトウェアフォールトトレランス

(1) テスト及びレポート 授業内で実施

(1) フォールトトレランスの基本概念
(2) RAID
(3) 信頼性評価

(1)  並行性とトランザクション
(2) 分散システムモデル
(3) 合意問題
(4) 多重化

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
複雑化・多様化する情報システムに対する開発・品質管理技術の一つとしての信頼性技術は重要である。この科目では情
報システムの開発段階における信頼性技術の手法を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

ディペンダブルなシステム、フォールトトレランス、情報システムの信頼性向上技術の理論及び方法論について理解し、内容を
説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) ディペンダブルなシステム
(2) ディペンダビリティの関連概念
(3) フォールトツリー解析
(4) 機能安全

科目名称 講師

信頼性設計概論 信頼性概 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ヒューマン 6.0       
コンピュータ
インタラクション

2. 評価

ヒューマンインタフェース概論

(3) ウェアラブルコンピュータ
(4) ヘッドマウントディスプレイ
(5) 最先端のインタフェース

(1) レポート 授業内で実施

教官作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
ヒューマンインタフェースの様々な側面について学習し、ユーザビリティに関する知見を広める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

センサシステム、画像処理、ホログラフィーなどを応用したヒューマンインタフェースについて学び、ヒューマンインタフェースの重要性
を理解し、内容について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) ヒューマンインタフェース
(2) ３次元画像インタフェース

科目名称 講師

ヒューマン
インタフェース概論 ＨＭＩ概 学科 特任教官 6.0

教科書 使用教室 使用機材等

Ⅲ-シ専-14

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 知的財産とは 0.5       

2. 著作権法 4.0       

3. 特許法 4.0       

4. 実用新案法 0.5       

5. 商標法 1.0       

6. 意匠法 1.0       

7. 不正競争防止法 1.0       

8. 評価

知的財産権の法律と実務

(1) 物品の形態および意匠登録要件

(1) 不正競争行為

(1) 発表 授業内で実施

(2) 発明者と職務発明
(3) 特許出願の手続き
(4) 特許権の効力および効力の制限
(5) 特許権の活用と特許侵害

(1) 考案

(1) 商標の機能および登録要件

(1) 私たちの暮らしと知的財産の関連

(1) 著作物および著作者
(2) 著作者人格権
(3) 著作権
(4) 著作権の制限規定
(5) 著作権侵害

(1) 発明該当性と特許要件

教科書 使用教室 使用機材等

知的財産法入門  第３版
教官作成資料 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報処理と関連法）。
知的財産とはどのようなものか、知的財産を意識することによってどのようなことができるのかを学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標
１．知的財産の全体像を理解することができる。
２．社会活動における知的財産の価値を実感することができる。
３．知的財産法について理解し、適切に利用する方法や態度を身に付けることができる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

知的財産権の
法律と実務 知的財産 学科 特任教官 12.0
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 情報システムの 2.0       
脆弱性

2. ネットにおける 2.0       
名誉毀損

3. ネットにおける 2.0       
プライバシー保護

4. サイバー犯罪 2.0       

5. ネットにおける 2.0       
知的財産の保護

6. ネットにおける 2.0       
消費者保護

7. 評価

科目名称 講師

情報倫理と法律 情報倫理 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報処理と関連法）。
情報社会の倫理と法のかかわりについて学習する。

受講の前提条件

知的財産権の法律と実務を受講していること。

到達目標

IT社会において、どのような問題があるか理解できる。問題に対する適切な対応と、そのために必要な倫理や法律を説明で
きる。

授業項目 要点 備考

(1) 情報社会を見る視点
(2) 情報システム障害事例

(1) フレーミング
(2) 対抗言論の法理

(1)ネットにおけるプライバシー侵害の問題点
(2) 個人情報保護法

(1) コンピュータ犯罪(不正アクセスを含む)
(2) ネットワーク犯罪

(1) デジタル著作権
(2) ソフトウェア特許
(3) 不正競争

(1) プロバイダー責任法
(2) 青少年ネット制限法
(3) スパムメール規制法

(1) レポート 授業内で実施

情報倫理と法律
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 組織の定義 2.0       

2. 組織とリスク 4.0       

3. ITの活用 3.0       

4. 成長戦略の課題 2.0       

5. 評価 1.0       

科目名称 講師

内部統制と
組織成長戦略 内部統制 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

現代の実践的内部監査　第七版 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報処理と関連法）。
内部統制の組織内での位置づけを理解し、ITの活用および個人の業務が組織の成長戦略にいかに重要であるかを認識す
る。

受講の前提条件

システム開発プロジェクト基礎を受講していること。

到達目標

ＩＴ統制の活用による組織の成長戦略を理解し説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 組織の必要性
(2) 組織の要件
(3) 組織の方向性の検討
(4) 組織内での意思決定技法

(1) リスク
(2) 組織にとってのリスクの必要性と課題
(3) リスクの可能性の検討

(1) 組織におけるITの現状
(2) 内部統制におけるITの活用と限界
(3) ITの将来的課題の検討
(4) コンプライアンスの拡張性

(1) 組織とリスクの将来的展開
(2) IT利用の可能性の検討

(1) レポート

内部統制と組織成長戦略
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 社会と情報技術 2.0       

2. セキュリティ基準 2.0       

3. ＩＴと 1.0       
情報セキュリティの
基本的な考え方

4. リスクマネジメント 1.5       

5. 技術的対策の基本 2.0       

6. 導入と運用 1.5       

7. セキュリティ評価 2.0       

8. 評価

科目名称 講師

情報セキュリティ概論 セキュ概 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等
政府機関等の対策基準策定のためのガイドライン（最新版）
情報セキュリティ白書(最新版)
ITパスポートの新よくわかる教科書
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報処理と関連法）。
組織として情報セキュリィティ対策をどのように行えばよいか、その問題解決にあたり必要とされる概念について学ぶ。

受講の前提条件

システム開発プロジェクト基礎を受講していること。

到達目標

情報が常に安全に管理されるために、その取り扱いについて認識を合わせ、これらに対応して対策を講ずることの必要性につい
て説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 最近のセキュリティ状況
(2) 情報倫理

(1) 政府におけるセキュリティ方針

(1) 情報セキュリティの３要素
(2) 情報資産
(3) 情報のライフサイクル

(1) 事例に基づくリスクマネジメント
(2) 生成AIによってもたらされるリスク

(1) セキュリティにおける技術的対策
(2) システム開発におけるセキュリティ要件

(1) 情報セキュリティ教育
(2) 情報システムの導入と運用

(1) セキュリティ評価
(2) 情報セキュリティ対策実施状況の評価

(1) テスト及びレポート 授業内で実施

情報セキュリティ概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. システム開発 10.0     

2. 問題解決力 8.0       

3. 評価

科目名称 講師

システム開発
プロジェクト基礎 シスＰＪ 学科 特任教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等

ずっと受けたかったソフトウェアエンジニアリングの授業２増補改訂版
ずっと受けたかったソフトウェアエンジニアリングの新人研修第３版
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プロジェクトマネジメント）。　高信頼ソフト
ウェアシステムの設計・開発のプロジェクト成功に向けて基本となるシステム開発全体の概要を把握する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

システム開発のプロジェクトとはどのようなものか、開発手法の種類、各工程の位置づけや役割について理解し、プロジェクトを
遂行する上で必要とされるリーダーシップを理解するとともに内容を説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) システム開発の手順
(2) システム開発の方法論
(3) システム開発手順とドキュメント
(4) システム設計技法

(1) 現代の課題の分析
(2) リーダーシップ論
(3) システム開発の事例の分析
(4) 図解および提案書作成

(1) テスト及びレポート 授業内で実施

システム開発プロジェクト基礎
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. プロジェクトと 2.0       
ライフサイクル

2. プロジェクト 14.0     
マネジメントの
基礎知識

3. 標準ガイドライン 2.0       

4. プロジェクト計画 4.0       

5. 評価

科目名称 講師

プロジェクト
マネジメント理論 プロマネ 学科 航空電子科教官 22.0

教科書 使用教室 使用機材等

プロジェクトマネジメント標準PMBOK入門 PMBOK第7版対応版
教官作成資料 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プロジェクトマネジメント）。
情報システムの設計/開発プロジェクトを効率的に進めるためプロジェクトマネジメントの基本を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

プロジェクトの特殊性、プロジェクトマネジメントに必要となるツールと技法を理解し、デジタル・ガバメント推進標準ガイドラインで
のマネジメントに関する内容を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) プロジェクトの概要
(2) プロジェクトのライフサイクル

(1) プロジェクトの立ち上げ
(2) プロジェクトの計画
(3) プロジェクトの実行・監視・コントロール
(4) プロジェクトの終結

(1) デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン

(1) プロジェクト計画書の作成

(1) レポート 授業内で実施

プロジェクトマネジメント理論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 外部設計 6.0       

2. 内部設計 4.0       

3. テスト 4.0       
　
　

4. 評価

科目名称 講師

システム
設計技術論 シス設計 学科 特任教官 14.0

教科書 使用教室 使用機材等

ずっと受けたかったソフトウェアエンジニアリングの授業２増補改訂版
ずっと受けたかったソフトウェアエンジニアリングの新人研修第３版
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
情報システム開発における設計の図式表現技法を学習する。

受講の前提条件

システム機能設計、信頼性設計概論、システム実装設計を受講していること。

到達目標

情報処理システムの仕様に基づき、全体像を把握して必要となるユーザインタフェースの設計をすることができる。また設計した
ユーザインタフェースに基づきシステムの内部やデータ構造の詳細を設計することができる。

授業項目 要点 備考

(1) ユースケース分析
(2) 概念モデリング
(3) 画面設計
(4) 帳票設計
(5) 外部システムI/F設計
(6) システムインフラ設計
(7) 論理データベース設計

(1) アプリケーションモデル設計
　ア．モジュール分割
　イ．データフロー
(2) ビジネスロジック設計
(3) データベースロジック設計
(4) 物理データベース設計

(1) 単体テスト
(2) 結合テスト
(3) 総合テスト

(1) レポート 授業内で実施

システム設計技術論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 特別講義 2.0       

2. システム設計 7.0       

3. システム開発 7.0       

4. 評価

科目名称 講師

ソフトウェア開発特論 ソフ特論 学科 航空電子科教官 16.0

教科書 使用教室 使用機材等
知識ゼロから学ぶソフトウェアテスト
講師作成資料
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング）。
システムの要件定義を基に最適なシステム設計を考案していく能力を身につける。

受講の前提条件

システム設計技術論を受講していること。

到達目標

情報処理システムの要件から適切な設計を考案し、必要となる作業の抽出及び実装ができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空交通管制情報処理システム、 本省 システム室
      関連システムの新機能 による講義
(2) システム開発の実例

(1) 要件定義を基にした、入出力、処理、ユーザ
     ビリティ、運用方法等のシステム全体設計
(2) 機能の段階的分割および整理

(1) プログラム設計書の内容のコード化
(2) プログラムテストの設計

(1) レポート 授業内で実施

ソフトウェア開発特論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ルータの原理 7.0       

2. ルータの機能と設定 11.0     

3. スイッチの原理 3.0       

4. スイッチの 8.0       
冗長化技術

5. 回線品質 6.0       

6. デバイス管理 3.0       

7. 評価 2.0       テスト

ネットワーク理論

(3) ダイナミックルーティング

(3) QoSの仕組み

(1) SNMPの概要
(2) システムログの概要
(3) NTPの仕組み

科目名称 講師

ネットワーク理論 NW理論 学科 航空電子科教官 40.0

教科書 使用教室 使用機材等

マスタリングTCP/IP　入門編　第6版
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集[対応試験]200-301

教官作成資料
自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（ネットワークアーキテクチャ）。
システム間およびシステム内部において使用されているコンピュータネットワーク通信プロトコルについて学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

コンピュータネットワーク構築に必要な機能や仕組み・設定方法について理解し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) ルータの仕組みと基本設定
(2) ルーティングの仕組み

(1) アクセス制御
(2) NAT、DHCP、DNSの機能

(1) スイッチの基本設定
(2) VLANの仕組み
(3) L3スイッチの仕組み

(1) スパニングツリー
(2) EthernetChannel

(1) IPv6の仕様
(2) ルータの冗長化技術

(4) IOSの仕組みと管理方法
(5) バックアップの仕組みと方法
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 概説 4.0       

2. アジャイル工学 2.0       

3. アーキテクチャ 4.0       
パターン

4. リファクタリング 4.0       

5. 演習 4.0       

6. 評価

科目名称 講師

ソフトウェア工学 ソフ工学 学科 特任教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等

ソフトウェ工学入門
教官作成資料 自教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（ソフトウェア工学・運用論）。
大規模ソフトウェアシステムの開発効率と品質向上を目的とするソフトウェア技法を学習する。

受講の前提条件

オブジェクト指向プログラミング演習を受講していること。

到達目標

ソフトウェア工学の全体像を理解し、新しいソフトウェア技術であるデザインパターン、アジャイル工学、リファクタリングの概要を理
解し、内容について説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) プログラミングの分類
(2) 要求と分析
(3) ソフトウェア設計
(4) テストと保守
(5) プロセスとツール
(6) 品質と管理

(1) プロセスのモデリング
(2) アジャイル

(1) アーキテクチャパターン
(2) 再利用のためのメカニズム
(3) J2EEなどの様々なパターン

(1) 保守性の概念
(2) コードレベルリファクタリング

(1) 詳細設計・アーキテクチャパターン
　　ア．クラス図設計
　　イ．アーキテクチャレベルの設計
(2) 保守性の検討

(1) レポート 授業内で実施

ソフトウェア工学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. ITサービス 3.0       
マネジメントの概要

2. ＩＴＩＬの概要 3.0       

3. システム運用管理 7.0       

4. 評価 1.0       

科目名称 講師

システム運用方法論 シス運用 学科 特任教官 14.0

教科書 使用教室 使用機材等

ITIL4の教本 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（ソフトウェア工学・運用論）。
ＩＴシステム運用における課題を解決するための有効な手法を学習する。

受講の前提条件

システム機能設計を受講していること。

到達目標

ITIL（Information Technology Infrastructure Library）を例に、 ITサービス管理・運用規則に関する手法につい
て説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) サービス、サービスマネジメント、 
      ITサービスマネジメント
(2) ITサービスの構成要素
(3) 機能、役割、プロセス

(1) 顧客志向
(2) サービスバリュー・システム
(3) マネジメントプラクティス
(4) ITガバナンス
(5) 継続的なサービス改善

(1) システム管理
(2) 資源管理
(3) 障害管理
(4) システムの保守
(5) コスト管理
(6) 人間力と現場力

(1) テスト及びレポート

システム運用方法論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 運用業務の概要 2.5       

2. 運用業務と 5.0       
システム機能

3. 評価 0.5       

科目名称 講師

運航情報業務論 運情論 学科 航空情報科教官 8.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（航空業務概論）。
運航情報官の業務を理解し、適切な航空交通管制情報処理システムの開発、運用に資する知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制運航情報官の業務全般について学ぶことにより、航空交通管制情報処理システムとの関わりについて理解し、運情
業務の視点からシステムに求められる機能を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 運航情報業務
　ア．運航援助情報業務
　イ．飛行場情報業務
　ウ．対空援助業務
　エ．航空交通管理情報業務
(2) 管制通信業務
(3) 航空情報業務
(4) 関連するシステム

(1) 飛行計画関連業務と使用機能
(2) 管制業務中継・支援関連業務と使用機能
(3) 空港運用関連業務と使用機能
(4) 航空情報関連業務と使用機能
(5) 運航許可関連業務と使用機能
(6) 運航情報業務と情報処理システムの関わり

(1) テスト

運航情報業務論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 航空管制業務 2.0       
概況

2. 管制方式基準 8.0       

3. 航空交通管理 4.0       
方式基準

4. 航空管制業務と 3.0       
管制情報処理
システム

5. 評価 1.0       

科目名称 講師

航空管制業務論 管制論 学科 航空管制科教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務処理規程第５管制業務処理規程
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料

自教室
航空路管制実習室
飛行場管制実習室

☑訓練用情報処理システム
☑航空路管制実習装置
☑飛行場管制実習装置

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（航空業務概論）。
航空管制業務を理解し適切な航空交通管制情報処理システムの開発、運用に資する知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制官の業務全般について学ぶことにより、航空交通管制情報処理システムとの関わりについて理解し、管制業務の視
点からシステムに求められる機能を説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空管制業務の目的
(2) 用語の定義

(1) 管制方式基準の位置づけ
(2) 計器飛行管制方式
(3) 飛行場管制方式
(4) レーダー使用基準
(5) 緊急方式

(1) 航空交通管理方式基準の位置づけ
(2) 航空交通流管理
(3) 空域管理

(1) 航空管制業務と管制情報処理システムの関連性
      (管制科実習装置使用）
(2) DSSとシステム担当

(1) テスト

航空管制業務論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 管制技術業務 5.0       
の概論

2. 特別講義 2.0       

2.0       

3. 管制技術業務 1.0       
の動向

4. 評価

科目名称 講師

航空管制技術業務論 管技論 学科 航空電子科教官 10.0

教科書 使用教室 使用機材等
航空保安業務処理規程第６管制技術業務処理規程
ＡＩＭ－Ｊ
教官作成資料
講師作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（航空業務概論）。
航空管制技術業務を理解し適切な航空交通管制情報処理システムの開発、運用に資する知識を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空管制技術官の業務全般について学ぶことにより、航空交通管制情報処理システムとの関わりについて理解し、説明する
ことができる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空管制技術業務の目的
(2) 航空管制技術業務処理規程

(1) 航空管制の最新動向 本省交通管制企画課
による講義

(2) 技術管理センターの業務概要 技術管理センター
　　ア．開発評価業務 による講義
　　イ．技術解析業務

(1) 管制技術業務の動向

(1) レポート 授業内で実施

航空管制技術業務論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 安全の基本概念 2.0       
とSMS

2. 変更管理 2.0       

3. リスク管理 4.0       

4. 安全組織 2.0       

5. 安全監査 6.0       

6. 評価

科目名称 講師

航空業務安全学 安全学 学科 航空電子科教官 16.0

教科書 使用教室 使用機材等
組織事故
事故は、なぜ繰り返されるのか ヒューマンファクターの分析　第2版
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（航空業務概論）。
ＳＭＳ（安全管理）における目的と行動について、理論の背景について正しく理解し、航空業務従事者として業務構築を
行い活用できる姿勢を習得する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

事故やインシデントに対し、ヒューマンファクターの見地から、安全についての取り組む姿勢を育み、航空保安業務における安全
管理について理解し説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空保安業務における安全管理
(2) SMSの取り組み

(1) 変更管理の目的と重要性
(2) 官署の実施状況を確認し、評価の手法

(1) ハザードとリスク
(2) リスク分析手法

(1) 安全管理に係る国際標準
(2) 航空局の安全管理体制
(3) 安全監督機関の組織

(1) 安全監査のしくみ
(2) 内部安全監査の目的及び実施方法
(3) 内部安全監査演習

(1) レポート 授業内で実施

航空業務安全学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 管制情報処理 2.0       
システムと運用

2. システムの情報 3.0       

3. システムへの 4.0       
入出力情報

4. 航空保安業務と 6.0       
システム

5. 評価 1.0       

科目名称 講師

管制情報処理
システム概論 管シ概論 学科 航空電子科教官 16.0

教科書 使用教室 使用機材等
ＡＩＭ－Ｊ
航空保安業務処理規程第５管制業務処理規程
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（管制情報システム概論）。
航空交通管制情報処理システムの概要を学習する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

航空交通管制情報処理システム及び関連情報処理システム及び運用方法の概要について理解し、内容について説明でき
る。

授業項目 要点 備考

(1) システム導入経緯
(2) 管制情報処理システムの種類

(1) 情報の取り扱い

(1) 管制情報処理システムの入出力情報

(1) 入出力情報と業務での使用状況 ２時限
　ア．管制業務で使用するシステムと情報 校外研修
　イ．運航情報業務で使用するシステムと情報 （関西空港事務所）
　ウ．管制技術業務で使用するシステムと情報

(1) レポート及び発表

管制情報処理システム概論
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. システム調査 10.0     

2. 業務調査 8.0       

3. 業務分析 12.0     

4. 評価

科目名称 講師

管制情報処理システム
業務分析 管シ分析 学科 航空電子科教官 30.0

教科書 使用教室 使用機材等
ＡＩＭ－Ｊ
航空保安業務処理規程第５管制業務処理規程
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（管制情報システム概論）。　現行システ
ムに対する問題点を的確に把握し、それに対する改善策を自ら考察していく能力を身につける。

受講の前提条件

航空管制業務論、運航情報業務論、航空管制技術業務論、研究時間、内部統制と組織成長戦略、航空業務安全学、
情報セキュリティ概論、システム運用方法論を受講していること。

到達目標

航空交通管制情報処理システム並びに関連システム業務について分析を行い、その特徴・特性について考察を行い、説明す
ることができる。　また、関連する文書について、その内容と役割について理解できる。

授業項目 要点 備考

(1) 航空交通管制情報処理システムの調査
　ア．管制情報処理システムと関連システムの役割
　イ．管制情報処理システムと業務の関連性
(2) 調査テーマ及び計画の策定

(1) 航空交通管理センターの業務調査 4時限×2
　ア．航空交通管理管制官の業務 校外研修（ATMC）
　イ．航空交通管理運航情報官の業務
　ウ．航空交通管理管制技術官の業務
　エ．その他関連職種の業務

(1) 調査結果の整理
(2) 調査内容の考察

(1) レポート 授業内で実施

管制情報処理システム業務分析

Ⅲ-シ専-31

航空保安大学校（本校）令和7年度 研修細目



略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. システム開発 12.0     
先端技術

2. 評価

科目名称 講師

先端システム工学 先端工学 学科 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
合同教室

☑訓練用情報処理システム

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計）。
ＩＴの世界は非常に進歩が速いため、確立された教科書だけでは流れから取り残されるため、先端的なＩＴ技術の研究者
等の講義を受講することにより、技術の進歩に目を向け、新しい動きの情報を収集する。

受講の前提条件

なし。

到達目標

大学・企業の研究者等からシステム開発の先端技術の講義を受けることにより、ハードウェア、ソフトウェアの品質向上について
の最新の動向について理解し、説明することができる。

授業項目 要点 備考

(1) システム開発における先端技術

(1) レポート 授業内で実施

先端システム工学
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 公務員の使命と 2.4       
教養

2. 校長訓話 0.6       

3. 学校行事 4.0       
2.0       

科目名称 講師

公務員教養 公務教養 学科 航空電子科教官 9.0

教科書 使用教室 使用機材等

なし 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

団体活動等、多角的な研修を実施し、航空保安業務に携わるシステム専門官としての自覚を高める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 公務員教育課題討議 0.3時限×8

(1) 校長訓話 0.3時限×2

(1) 体育大会 2時限×2
(2) 消火防災訓練 1時限×2

公務員教養
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略称 区別 種類 時限数

専門科目

時限

1. 専門科目の 26.6     
演習等

科目名称 講師

科目演習（学科） 科目演学 学科 航空電子科教官 26.6

教科書 使用教室 使用機材等

なし 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

専門科目の研修効果を高める。

受講の前提条件

なし。

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 自学習
　 ア．研修品質改善活動 アンケート入力等
   イ．技術探求 読書、供覧資料の閲覧
   ウ．自主演習 授業補強
   エ．校外研修の事前準備、振り返り
   オ．課題学習

科目演習（学科）
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. Javaフレームワーク 2.0       
の概要

2. Web 11.0     
アプリケーション
の実装

3. チーム開発 1.0       

4. 評価 4.0       

科目名称 講師

ソフトウェア開発基礎
演習 ソフ演習 実技 航空電子科教官 18.0

教科書 使用教室 使用機材等
スッキリわかる　サーブレット&JSP入門
GitHub実践入門, 改訂新版java script本格入門
Spring Boot3 プログラミング入門
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム
   (統合開発環境)

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング実習）。
情報システムの開発を通じ基本的かつ普遍的に必要とされる下流工程にかかる技術(モデリング、単体テスト、バージョン管
理)を学習する。

受講の前提条件

ソフトウェア開発概論、オブジェクト指向プログラミング演習を受講していること。

到達目標

演習を通して、ソフトウェア開発を効率化させるフレームワークを導入した開発環境を構築し、実践的なソフトウェア開発が行え
る。

授業項目 要点 備考

(1) Javaフレームワーク

(1) SpringによるWebアプリケーションの仕組み
(2) Springによるコントローラの実装手法
(3) テンプレートファイルの実装手法
(4) SpringJPAによるデータベースアクセス手法

(1) GitHubによる開発手法

(1) プログラム課題

ソフトウェア開発基礎演習
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. Javaの基礎 4.0       

2. メソッド 2.0       

3. 配列 2.0       

4. ライブラリ関数 2.0       

5. ファイル入出力 2.0       

6. 評価

科目名称 講師

Javaプログラミング
演習 Jv演習 実技 特任教官 12.0

教科書 使用教室 使用機材等

基礎からのJava　改訂版 自教室
☑訓練用情報処理システム
　(エディタ、コンパイラ）

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング実習）。
コンピュータの世界において広く利用されているJavaプログラミング技術の習得を図る。

受講の前提条件

なし。

到達目標

Javaの基礎知識である変数、配列、関数、制御構文などのプログラムの開発手法について理解し、内容を説明できる。

授業項目 要点 備考

(1) 文字、定数、変数
(2) 算術演算、論理演算
(3) 分岐処理
(4) 繰り返し処理

(1) メソッドと定義と引用
(2) メソッドに関わる諸変数

(1) 配列の基本
(2) メソッドとの関わり

(1) ライブラリ関数の仕組み
(2) 標準ライブラリ関数

(1) Javaにおけるファイル入出力

(1) プログラム 授業内で実施

Javaプログラミング演習
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. オブジェクト指向 2.0       
とその概念

2. Ｊavaによる 16.0     
オブジェクト指向

3. 評価

オブジェクト指向プログラミング演習

(7) ポリモーフィズム
(8) オブジェクト指向の応用技術

(1) レポート及びプログラム 授業内で実施

(1) オブジェクト指向の概念

(1) クラス
(2) カプセル化
(3) 継承
(4) オーバーライド
(5) 抽象クラス
(6) 例外処理

教科書 使用教室 使用機材等

基礎からのJava　改訂版 自教室
☑訓練用情報処理システム
 (統合開発環境)

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（プログラミング実習）。
オブジェクト指向技術によるプログラム開発手法の習得を図る。

受講の前提条件

Javaプログラミング演習を受講していること。

到達目標

オブジェクト指向にもとづいたプログラミングをJavaを用いて行うことで、カプセル化、継承、ポリモーフィズムなどのオブジェクト指向
プログラミングの特性を理解することができる。

授業項目 要点 備考

実技 特任教官 18.0

科目名称 講師

オブジェクト指向
プログラミング演習 オブ演習
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. 計画 6.0       

2. 要件定義 6.0       

3. 設計・開発 16.0     

4. 評価 2.0       

情報処理システム開発演習

(1) 工程管理
(2) 課題管理
(3) 品質管理
(4) 納品検査

(1) 発表及びレポート

授業項目 要点 備考

(1) プロジェクト計画書の作成
(2) プロジェクト管理要領の作成

(1) 要件定義書の作成
　ア．機能要件
　イ．非機能要件

情報処理
システム開発演習 開発演習 実技 航空電子科教官 30.0

教科書 使用教室 使用機材等

教官作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム
   (統合開発環境)

位置づけ
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（システム設計実習）。
情報処理システム開発で必要となるプロジェクトマネジメントを体験演習することにより、プロジェクトマネジメントの基礎を学習
する。

受講の前提条件
航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報数学、プログラミング、システム設計、
情報処理と関連法、プロジェクトマネジメント、ネットワークアーキテクチャ、ソフトウェア工学・運用論、プログラミング演習、ネット
ワーク演習）を受講していること。

到達目標

各開発工程で必要なプロジェクトマネジメントを行い、成果物の納入、納入過程についての説明ができる。

科目名称 講師
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. ネットワーク 6.0       
アーキテクチャ

2. WAN 4.0       

3. ネットワーク構築 8.0       

4. サーバ構築 10.0     

5. 評価 2.0       

(1) 環境設定（仮想SV）
(2) サーバ構築（DHCP・DNS・SNMP・Proxy）
(3) 動作検証

　ア．セキュリティ性
　イ．耐障害性
(2) ネットワークの構築

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（ネットワーク実習）。
TCP/IPのプロトコル体系を中心に、情報システムの構築に不可欠な通信技術の知識およびネットワーク構築に関する様々な
知識・技術を学習する。

受講の前提条件

ネットワーク理論を受講していること。

到達目標

中・大規模組織におけるLANの設計モデル及びWANの仕組みとサービス形態について理解するとともに、WANへ接続するた
めのセキュリティ性を考慮した実践的なネットワーク構築を行うことができる。

授業項目 要点 備考

(1) キャンパスネットワーク
(2) ２階層ネットワーク設計モデル
(3) ３階層ネットワーク設計モデル

(1) WANのサービス
(2) WANの形態
(3) VPN

(1) ネットワークの設計

科目名称 講師

ネットワーク演習 NW演習 実技 航空電子科教官 30.0

教科書 使用教室 使用機材等
シスコ技術者認定教科書 CCNA 完全合格テキスト&問題集[対応試験]200-301
シスコ技術者認定教科書 CCNP Enteroruse 完全合格テキスト&問題集[対応試
験]300-410
教官作成資料

自教室
☑訓練用情報処理システム
☑実験用ネットワーク機材一
式

位置づけ

ネットワーク演習
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. 管制情報処理 2.0       
システム研究及び 16.0     
成果発表

4.0       

2. 評価 (1) レポート 授業内で実施

研究時間

(1) SDECCの役割と位置付け SDECCによる講義
(2) SDECCの実務研究 4時限×３
　ア．システム開発の企画から製造着手 校外研修（SDECC）×３
　イ．システム開発の製造から評価着手
　ウ．システム開発の評価から運用移行
  エ．システム開発・評価の取り組み
(3) 研究成果発表 4時限

校外研修（SDECC）

教科書 使用教室 使用機材等

講師作成資料 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

航空交通管制技術職員試験規則のシステム関連研修に関する基礎試験科目（情報処理研究）。
航空交通管制情報処理システムの企画から運用移行までの各工程の実務を学習し、今後のシステム開発にいかす。

受講の前提条件

管制情報処理システム概論を受講していること。

到達目標

SDECCが担う航空交通管制情報処理システムの開発、評価、運用の実務を学習すると共に研究に必要な手法を身に付け
説明することができる。

授業項目 要点 備考

科目名称 講師

研究時間 研究時間 実技 航空電子科教官 22.0
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略称 区別 種類 時限数

情報処理実習

時限

1. 情報処理実習 1.0       
科目等の演習等 1.2       

到達目標

授業項目 要点 備考

(1) 演習
(2) 校外研修の事前準備、振り返り 校外研修（SDECC）

５時限目×４

科目名称 講師

科目演習（実技） 科目演実 実技 航空電子科教官 2.2

なし 自教室
☑訓練用情報処理システム

位置づけ

情報処理実習の研修効果を高める。

受講の前提条件

なし。

教科書 使用教室 使用機材等

科目演習（実技）
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